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まえがき 
令和２年度（2020〜21 年）は、森林総合研究所の第 4 期中⻑期計画の最終年にあたり、この中

⻑期期間全体を通してどのような研究成果が得られたか、また、第５期中⻑期期間で取り組むべ
き課題を整理する１年となりました。東北⽀所においても、第 4 期の 3 本柱に掲げた、１）震災
後の海岸林再⽣、２）⼈⼯林の主伐―再造林の低コスト化技術、３）松くい⾍被害など病⾍害対
策、の各重点課題に取り組み、成果の普及に⼒を⼊れてきました。  

まず重点課題のうち、海岸林再⽣の関連では、被災後 10 年が経過し、津波被害を受けた地域の
海岸林再⽣に向けての⼟壌条件の解明を進めてきました。今後は、植栽後の管理技術開発が必要
であり、地下根系の発達を静電容量の計測によって⾮破壊で推定する⼿法の開発に取り組んでい
ます。 

再造林の低コスト化技術の研究では、農⽔省の研究プロジェクト（課題略称「苗⽊活⽤」）のも
と、植栽後の下刈り省⼒⼿法に関する実証試験を、東北の各参画県や国有林等と協⼒しながら進
めています。この中では、植栽本数密度と下刈り回数の関係について検討を進めています。再造
林にかかるコストを抑えることが再造林を進める上で必要な課題であり、今後とも着実に研究に
取り組んでいきます。 

松くい⾍被害の防除関連では、交付⾦プロジェクト（課題略称「松くい⾍」）において、新たな
知⾒に基づいた、松くい⾍対策技術に関する正しい知識の解説に向けての検討を実施しました。
本年度中に、このプロジェクトの成果を組み込んだ、新たな防除マニュアルを作成します。 

重点課題以外の研究でも、多くの課題に進展がみられました。現在、北東北へ分布を拡⼤しつ
つあるニホンジカについては、今後懸念される被害への早期対策の必要性から、⾷害の実態や越
冬地の把握を⽬的にした調査を、各県や国有林と連携しながら進めています。また、東北での豊
富な森林資源である広葉樹の有効活⽤や広葉樹材の価値向上を⽬指した研究（交付⾦プロジェク
ト「広葉樹資産」他）では、久慈市の⺠有林等を試験地に調査が⾏われています。多雪地のスギ
林での⻑期⽔⽂観測、ブナ林の CO2 フラックス測定、国産漆の増産・利⽤に向けた技術開発など、
東北地⽅ならではの研究など成果を上げつつあります。  

令和 2 年度は、新型コロナウイルス感染が拡⼤し、調査や研究集会の実施に際しては、多くの
制限を受けることとなりました。岩⼿県林業技術センターや東北育種場との合同成果報告会は⼊
場を制限した上で開催しました。広葉樹の有効活⽤に関する講演会「新たな森林管理システムに
関する勉強会」は web 開催しました。また、⼀般公開や公開講演会は中⽌し、その代わりとして、
ラジオ放送「東北のもり」において研究者⾃⾝が出演して活動を紹介しました。⼀⽅、季刊冊⼦
「フォレストウインズ」は研究成果を分かりやすくお伝えする⼿段として継続して発⾏しました。
令和 3 年度以降も、様々な活動の制限を受けると考えられますが、私たちは地道に調査や研究に
取り組み、成果の普及や発信を⾊々と⼯夫しながら継続していきたいと思っております。東北地
域の皆様には、東北⽀所の活動に対し、引き続き、より⼀層のご理解、ご⽀援をよろしくお願い
いたします。 
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１ 令和２年度に東北支所で分担した研究課題

　１－１）実行課題一覧
注：氏名太字は、課題責任者

課　　題　　名 責任者／担当者 予算区分

ア 重点課題 森林の多面的機能の高度発揮に向けた森林管理技術の開発 28 ～ 2

アア 戦略課題 森林生態系を活用した治山技術の高度化と防災・減災技術の開発 28 ～ 2

アアａ 基幹課題 山地災害発生リスクの予測と森林の防災機能の変動評価 28 ～ 2

アアａ１ 実施課題 森林の災害防止機能高度利用技術の開発 萩野裕章、小野賢二 交付金 28 ～ 2

アアａＰＦ１１ 外部プロ課題 山地災害リスクを低減する技術の開発 阿部俊夫 政府等受託 28 ～ 2

アアａＰＳ４ 交プロ課題 樹木根系の分布特性の多様性を考慮した防災林配置技術の開発 野口享太郎 交付金プロ 30 ～ 3

アアａＴＦ２ 事業・助成課題
海岸砂防林の伐採および地形変革が飛砂・防風機能に与える影響の
定量評価に関する研究

萩野裕章 政府等外受託 2 ～ 4

アアｂ 基幹課題 森林の水源涵（かん）養機能を高度に発揮させる技術の開発 28 ～ 2

アアｂ１ 実施課題 多様な管理手法下にある森林の水保全機能評価技術の開発
大貫靖浩、阿部俊夫、延
廣竜彦

交付金 28 ～ 2

アアｂＰＦ１８ 外部プロ課題
気候変動への適応に向けた森林の水循環機能の高度発揮のための観
測網・予測手法の構築

野口享太郎、阿部俊夫、
延廣竜彦

政府等受託 元 ～ 4

アアｂＰＦ２０ 外部プロ課題
土壌水分供給能からみた極めて高い樹高を有する熱帯平地乾燥常緑
林の成立条件

大貫靖浩 科研費 元 ～ 3

アアｂＰＦ２３ 外部プロ課題 多雪地域の森林における間伐後の水・土砂流出過程の解明 阿部俊夫 科研費 2 ～ 5

アアｄ 基幹課題 森林における放射性物質の動態把握と予測モデルの開発 28 ～ 2

アアｄＰＳ３ 交プロ課題 きのこ原木林及び特用林産物の利用再開可能林分判定手法の開発
齋藤智之、小野賢二、松
浦俊也

交付金プロ 元 ～ 3

アイ 戦略課題 気候変動の影響評価技術の高度化と適応・緩和技術の開発 28 ～ 2

アイａ 基幹課題 長期観測による森林・林業への気候変動影響評価技術の高度化 28 ～ 2

アイａ１ 実施課題
森林における物質・エネルギーの蓄積・輸送パラメタリゼーションの高度
化と精緻化

小野賢二、森下智陽 交付金 28 ～ 2

アイａ２ 実施課題 様々な気候帯に成立する森林生態系研究情報の統合
野口享太郞、小野賢二、
森下智陽

交付金 28 ～ 2

アイａＰＦ３ 外部プロ課題 森林土壌の炭素蓄積量報告のための情報整備 野口享太郎 政府等受託 15 ～ 2

アイａＰＦ２２ 外部プロ課題
凍土融解深の異なる永久凍土林における地下部炭素動態の定量評価
と制御要因の解明

野口享太郎、森下智陽 科研費 28 ～ 2

アイａＰＦ３３ 外部プロ課題
マングローブ林における群落レベルでの海面上昇影響の実態解明と近
未来予測

小野賢二 科研費 29 ～ 2

アイａＰＦ３４ 外部プロ課題
コーラル・トライアングルにおけるブルー・カーボン生態系とその多面的
サービスの包括的評価と保全戦略

小野賢二 政府等外受託 29 ～ 3

アイａＰＦ３８ 外部プロ課題 樹木細根のフェノロジー：枯死プロセスの解明とその定量評価 野口享太郎 科研費 30 ～ 3

アイａＰＦ４０ 外部プロ課題
微地形に起因する環境の違いを組み込んだ土壌温室効果ガスフラック
スの高解像度推定

森下智陽 科研費 元 ～ 3

アイａＰＦ５０ 外部プロ課題
永久凍土融解と北方林の温室効果ガス交換:土壌・生物過程から大気
輸送に至る包括理解

野口享太郎 科研費 2 ～ 5

アイａＰＳ２ 交プロ課題
気候変動下での天然林における炭素収支の空間評価・将来予測手法
の開発

小谷英司、小野賢二、森
下智陽

交付金プロ 30 ～ 2

アイｂ 基幹課題 生態系機能を活用した気候変動適応及び緩和技術の開発 28 ～ 2

アイｂＰＦ２８ 外部プロ課題
土地利用変化による土壌炭素の変動量評価と国家インベントリへの適
用に関する研究

森下智陽 政府等外受託 元 ～ 3

アイｂＰＦ３４ 外部プロ課題 森林技術国際展開支援事業 小野賢二、道中哲也 政府等受託 2 ～ 2

課題番号・区分 研究期間
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課　　題　　名 責任者／担当者 予算区分課題番号・区分 研究期間

アイｂＰＦ３８ 外部プロ課題
全国スケールにおける熱帯林保全政策の評価：ミャンマー・ カンボジア
を対象として

御田成顕 科研費 元 ～ 4

アイｂＰＦ３９ 外部プロ課題
東南アジア熱帯低湿地火災への多面的アプローチによる熱帯低湿地
学の構築

御田成顕 科研費 元 ～ 4

アイｂＰＦ４０ 外部プロ課題
熱帯泥炭地域の森林火災発生メカニズム解明と生態系リスクマネジメン
トの共創

御田成顕 科研費 元 ～ 4

アイｂTＦ４ 事業・助成課題 REDD+国家森林参照レベルのプロジェクトへの配分に関する研究 道中哲也 政府等外受託 2 ～ 2

アウ 戦略課題 生物多様性の保全等に配慮した森林管理技術の開発 28 ～ 2

アウａ 基幹課題
生物多様性保全等の森林の多面的機能の評価および管理技術の開
発

28 ～ 2

アウａ１ 実施課題 生態系サービスの定量的評価技術の開発
大西尚樹、直江将司、磯
野昌弘

交付金 28 ～ 2

アウａＰＦ３５ 外部プロ課題
タイ低地熱帯季節林の森林タイプの成立要因と降水量シフトによる森
林機能への影響評価

齋藤智之 科研費 28 ～ 2

アウａＰＦ４０ 外部プロ課題
日本の樹木の多様性は山岳地形により地史的に高く保たれてきたので
はないか？

直江将司 科研費 29 ～ 2

アウａＰＦ４２ 外部プロ課題 「形質アプローチ」でせまる森林群集の植物-土壌フィードバック 直江将司 科研費 29 ～ 2

アウａＰＦ４４ 外部プロ課題 植物は温暖化から逃れられるのか：標高方向の種子散布による評価 直江将司 科研費 29 ～ 2

アウａＰＦ５２ 外部プロ課題
世界自然遺産のための沖縄・奄美における森林生態系管理手法の開
発

大西尚樹 政府等外受託 30 ～ 2

アウａＰＦ５３ 外部プロ課題
景観遺伝学的解析をもちいたツキノワグマの遺伝構造を形成する環境
要因の解明

大西尚樹 科研費 30 ～ 2

アウａＰＦ５６ 外部プロ課題 共生微生物を活用した絶滅危惧樹木の革新的育苗技術開発 酒井敦 科研費 30 ～ 4

アウａＰＦ６６ 外部プロ課題
衛星画像から広大な熱帯林の生物多様性を推定するモデルの開発と
多様性情報の地図化

酒井敦 科研費 元 ～ 3

アウａＰＦ７０ 外部プロ課題
分子マーカーによる根圏の可視化から読み解く樹木開花遺伝子の発
現制御戦略

野口享太郞 科研費 2 ～ 5

アウａＰＦ７４ 外部プロ課題 農山村の生物文化多様性を活用した食環境改善モデルの提示 松浦俊也 科研費 2 ～ 5

アウａＴＦ１０ 事業・助成課題 行事食を対象とした全国の生物文化の多様性の評価 松浦俊也
寄付・助成金・

共同研究
30 ～ 3

アウｂ 基幹課題 環境低負荷型の総合防除技術の高度化 28 ～ 2

アウｂ１ 実施課題 環境に配慮した樹木病害制御技術の高度化
中村克典、相川拓也、小
澤壮太

交付金 28 ～ 2

アウｂ２ 実施課題 森林・林業害虫管理技術の高度化 磯野昌弘 交付金 28 ～ 2

アウｂ３ 実施課題 野生動物管理技術の高度化 大西尚樹、工藤琢磨 交付金 28 ～ 2

アウｂＰＦ３７ 外部プロ課題 野生鳥獣拡大に係る気候変動等の影響評価
高橋裕史、工藤琢磨、相
川拓也

政府等受託 28 ～ 2

アウｂＰＦ６２ 外部プロ課題
ビロウドカミキリからマツノマダラカミキリへ－細胞内寄生細菌の人為的
導入－

相川拓也 科研費 元 ～ 4

アウｂＰＦ６３ 外部プロ課題 ヒバ漏脂病に対する個体と林分の抵抗性機構の解明 相川拓也 科研費 元 ～ 3

アウｂＰＦ６６ 外部プロ課題
マツノザイセンチュウ近縁2種の寄主転換操作によるマツノマダラカミキ
リの防除

小澤壮太 科研費 元 ～ 3

アウｂＰＦ６８ 外部プロ課題
長期データを用いたツキノワグマの繁殖パラメータの算出とそれに影響
する要因の検討

大西尚樹 科研費 元 ～ 3

アウｂＰＦ７５ 外部プロ課題
病原体とその媒介者を標的としたマツ材線虫病の防除－昆虫病原性
線虫の共生細菌の利用

中村克典、小澤壮太 科研費 2 ～ 4

アウｂＰＳ８ 交プロ課題 変容する松くい虫対策技術を反映した新たな防除マニュアル
中村克典、相川拓也、小
澤壮太

交付金プロ 元 ～ 3

アウｂＰＳ１１ 交プロ課題 スギ、ヒノキ、カバノキ科の花粉飛散抑制の新手法の開発 相川拓也 交付金プロ 2 ～ 4
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課　　題　　名 責任者／担当者 予算区分課題番号・区分 研究期間

イ 重点課題 国産材の安定供給に向けた持続的林業システムの開発 28 ～ 2

イア 戦略課題 持続的かつ効率的な森林施業及び林業生産技術の開発 28 ～ 2

イアａ 基幹課題 地域特性と多様な生産目標に対応した森林施業技術の開発 28 ～ 2

イアａ１ 実施課題 多様な森林の育成と修復・回復技術の開発
梶本卓也、太田敬之、酒
井敦

交付金 28 ～ 2

イアａ２ 実施課題 地域特性に応じた天然林の更新管理技術の開発
太田敬之、酒井敦、齋藤
智之、野口麻穂子

交付金 28 ～ 2

イアａＰＦ３１ 外部プロ課題 成長に優れた苗木を活用した施業モデルの開発 酒井敦、野口麻穂子 政府等受託 30 ～ 4

イアａＰＦ３４ 外部プロ課題 樹木の花は土壌生態系へのリソースパルスとなりうるか？ 野口麻穂子 科研費 元 ～ 4

イアａＰＳ１２ 交プロ課題 広葉樹利用に向けた林分の資産価値および生産コストの評価

小谷英司、太田敬之、直
江将司、酒井敦、齋藤智
之、野口麻穂子、道中哲
也、松浦俊也、御田成
顕、大塚生美

交付金プロ 2 ～ 4

イアｂ 基幹課題 効率的な森林管理技術及び先導的な林業生産システムの開発 28 ～ 2

イアｂ２ 実施課題 森林情報の計測評価技術と森林空間の持続的利用手法の高度化 小谷英司、松浦俊也 交付金 28 ～ 2

イアｂＰＦ３６ 外部プロ課題
多目的トレイルマッピング：多様な野外活動の適地推定による共存可能
性の探索

松浦俊也 科研費 2 ～ 5

イアｂＰＦ３８ 外部プロ課題
森林・入会の過少利用とアンチ・コモンズ論 : 所有権論の地理空間学
的転回

松浦俊也 科研費 2 ～ 5

イアｂＴＦ１ 事業・助成課題
地上型レーザースキャナーによる効率的な収穫調査と素材生産現場へ
の活用方法の提案

小谷英司
寄付・助成金・

共同研究
29 ～ 2

イアｂＴＦ５ 事業・助成課題
新たなリモートセンシング技術を用いた効率的な収穫調査と素材生産
現場への活用方法の提案

小谷英司
寄付・助成金・

共同研究
2 ～ 3

イイ 戦略課題 多様な森林資源の活用に対応した木材供給システムの開発 28 ～ 2

イイａ 基幹課題
持続的林業経営と合理的、効率的流通・加工体制の構築に向けた社
会的・政策的対策の提示

28 ～ 2

イイａ１ 実施課題 持続可能な林業経営と木材安定供給体制構築のための対策の提示
道中哲也、御田成顕、大
塚生美

交付金 28 ～ 2

イイａＰＦ１４ 外部プロ課題 日本における盗伐発生要因の検討と森林犯罪研究の再興 御田成顕 科研費 元 ～ 3

イイａＰＦ１６ 外部プロ課題
獣害問題と動物福祉を考える科学教育の開発：駆除された野生動物を
動物園で活用する

御田成顕 科研費 2 ～ 4

エ 重点課題
森林生物の利用技術の高度化と林木育種による多様な品種開発及び
育種基盤技術の強化

28 ～ 2

エア 戦略課題 生物機能の解明による森林資源の新たな有効活用技術の高度化 28 ～ 2

エアａ 基幹課題 樹木の生物機能の解明とその機能性の新たな有効活用 28 ～ 2

エアａＰＦ３２ 外部プロ課題
シグナル物質の作用機序とラッカーゼの構造解析による高品質漆生成
技術の開発

田端雅進 科研費 元 ～ 4

基盤事業

キ１０４ 基盤事業課題 収穫試験地における森林成長データの収集 小谷英司 交付金 28 ～ 2

キ１０５ 基盤事業課題 森林水文モニタリング 阿部俊夫 交付金 28 ～ 2

キ１０８ 基盤事業課題 森林における降雨・渓流水質モニタリング 野口享太郞 交付金 28 ～ 2

キ１０９ 基盤事業課題
気候変動下における広葉樹林、温帯性針葉樹林および森林被害跡地
の生態情報の収集と公開

酒井敦、太田敬之 交付金 28 ～ 2

キＴＳ１ 基盤事業課題 森林生態系の長期モニタリング 野口麻穂子 政府外受託 21 ～ 2
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1−2）令和２年度研究概要 
 
（１）チーム⻑（地域資源利⽤担当） 

⼩⾕英司 
 

ドローンに搭載した近⾚外カメラによる林冠の⽣物物理量の季節変化の把握 
 岩⼿県安⽐⾼原国有林（岩⼿北部森林管理署）のブナ林で、ドローンに搭載した可視・近
⾚外のマルチスペクトルカメラ Rededge-Mを⽤いて、春の開葉期から秋の落葉期までのブ
ナ林の林冠の季節変化を計測した。同時に⽣物物理量であるLAIをLAI-2000で、林冠クロロ
フィル量をSPADで、⽇NEPをフラックスタワーにより計測した。計測期間は、積雪期を除
いた2018年の9⽉から11⽉、2019年の5⽉から9⽉であった。撮影した写真を、写真測量ソフ
ト（Metashape）を⽤いて、反射率のオルソフォトに変換した。ただし計測期間のうち落葉
後および開葉初期のみ、写真測量ソフトで処理できなかった。ブナ林の分光反射率は、開葉
期に可視域の反射率が⼤きく近⾚外の反射率が⼩さく、展葉期に可視域の反射率が⼩さく
近⾚外の反射率が⼤きく、落葉期に再び可視域の反射率が⼤きく近⾚外の反射率が⼩さい、
と季節変化した。可視近⾚外カメラの各チャンネルの反射率、NDVI、⾚と緑チャンネルの
NDGI、EVI等の植⽣指数と、⽣物物理量（LAI、林冠クロロフィル量、⽇NEP）との決定係
数を計算したところ、決定係数が最も⾼い指数はNDGIであった。 
 
 
（２）チーム⻑（根系動態研究担当） 

野⼝享太郎 
 

樹⽊細根のフェノロジー：枯死プロセスの解明とその定量評価 
 森林⽣態系の炭素動態、特に地下部の炭素動態を評価するためには、主要な有機物供給源
である落葉や枯死根の動態を定量的に明らかにする必要がある。本研究では、東北⽀所構内
のカラマツ林およびヒノキ林において、2019年から2020年の2年間にわたりリターフォール
量とその季節変化について調査を⾏った。本調査では、開⼝⾯積0.5 m2のリタートラップを
カラマツ林に4か所、ヒノキ林に6か所設置し、4⽉〜11⽉の期間は1ヶ⽉に⼀度、試料を回収
し、12⽉〜3⽉の試料は3⽉下旬または4⽉上旬にまとめて回収した。回収した試料は、葉、
枝、繁殖器官、その他（カラマツまたはヒノキ以外の落葉・落枝など）に分別し、林分⾯積
当たりのリターフォール量を求めた。その結果、1年間のリターフォール量（その他以外）
はカラマツ林では約190 g m−2 year−1、ヒノキ林では約650 g m−2 year−1で、それぞれ落葉量が
5割または6割を占めていた。また、落葉量の季節変化を解析した結果、落葉針葉樹のカラマ
ツでは11⽉に落葉が集中しており、この時期の落葉が年間落葉量の8割を占めていた。常緑
針葉樹のヒノキ林でも11⽉に落葉量が最⼤となったが、その割合は約5割で、11⽉〜3⽉にお
ける落葉量が約3割を占めていた。 
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（３）チーム⻑（動物⽣態遺伝担当） 

⼤⻄尚樹 
 

地形がツキノワグマの遺伝構造に与える影響 
ツキノワグマはその⽣息地を広葉樹林に依存しており、本州の⼭林を代表する哺乳類の

⼀種である。その移動分散は、住宅地や農地などの⼈⼯的な環境によって頻度がさがり、個
体群間の遺伝⼦流動の妨げになっていることが⽰唆されていた。そこで、森林が連続してい
る地域に⽣息しているツキノワグマの遺伝⼦流動を制限する要因を、地形的な要素から検
討した。 

地形要因の指標として2個体間の直線距離と標⾼を⽤いて、核ゲノムであるマイクロサテ
ライトDNA領域について北東北地⽅の個体群で解析を⾏った。その結果、オスメスともに
個体間の距離に伴って遺伝的類似性が低下することがわかった。特に、オスよりもメスの⽅
がその度合いが⼤きかった。次に、標⾼の影響を検証してみると、⽣息している標⾼そのも
のよりも2個体間の起伏の差や起伏の度合いが影響していることがわかった。 

次に、マイクロサテライトDNA領域と⺟系遺伝をするmtDNAについて、より標⾼差の⼤
きい中部地域の個体群を⽤いて解析を⾏った。その結果、2個体間の遺伝⼦流動に影響して
いる要因として、マイクロサテライトDNAでは傾斜が検出されたのに対し、mtDNAでは標
⾼が検出された。ツキノワグマではメスの移動分散頻度がオスよりも低いことから、⺟系遺
伝をするmtDNAはマイクロサテライトDNA領域に⽐べて遺伝構造が変化しづらいと考えら
れている。そのため、mtDNAでは同じ⼭系でも標⾼（垂直⽅向）で違いが出た可能性が考え
られる。⼀⽅、オスによる移動が遺伝構造に影響するマイクロサテライトDNA領域では、オ
スは垂直⽅向に移動することをいとわないものの、緩やかな傾斜を選んで移動分散してい
る可能性が考えられた。 
 
 
（４）森林⽣態研究グループ 

                   太⽥敬之（グループ⻑）、直江将司 
 

 本研究グループでは森林の保全と利⽤の調和をめざして、様々な樹⽊の⽣態的特性や森
林の成り⽴ちについて研究を⾏っている。本年度の主な研究成果として、⼭形県、秋⽥県、
⻘森県、岩⼿県の広葉樹林の樹形調査、秋⽥県の天然スギ林でのスギ更新⽊調査、⻑距離種
⼦散布の⽅向性に影響する要因の検討結果について報告する。 

 
広葉樹利⽤に向けた林分の資産価値および⽣産コストの評価 

⼭形県飯豊町の中津川財産区有林に加え、秋⽥県、⻘森県、岩⼿県の合計4箇所の森林
で広葉樹の胸⾼直径、樹⾼、根元曲がり、直幹⻑の測定を⾏った。中津川財産区有林は林
齢が70年前後のものが多く、⾼齢で傾斜が急な場所に⽣育していた。ブナの直幹⻑がミズ
ナラより⻑い傾向があり、ホオノキ、オオバボダイジュでも直幹⻑が⼤きかった。秋⽥佐
渡スギ林（秋⽥県北秋⽥市）、三本⽊ブナ総合試験地（⻘森県⼗和⽥市）、中居ミズナラ
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試験地（岩⼿県岩泉町）はいずれも平坦な地形上にあり、ブナは中津川財産区有林とそれ
以外の地域で直幹⻑に顕著な違いは⾒られなかった。ミズナラでは中居試験地で中津川財
産区有林より直幹⻑が⻑い傾向が⾒られ、傾斜、積雪深などによる影響が推察された。 

 
秋⽥スギ天然林における更新補助作業の効果の評価 

秋⽥の天然スギ林では昭和初期から天然更新試験が数多く⾏われてきたが、次代のスギ
の定着に成功している事例は少ない。そのような中、更新が⾒られる森林として東北森林
管理局から紹介された下記のスギ林について調査を開始した。 

⽶代⻄部森林管理署管内の⼤座崩地区で昭和58年に天然スギ林を伐採後、38年経過した
森林におよそ120 m × 50 mの調査区を設定し、胸⾼周囲⻑50 cm以上の⽴⽊の胸⾼周囲⻑、
⽴⽊位置の測定を⾏った。伐採跡地に胸⾼直径15〜25 cm程度のスギ中径⽊が33本 ha-1、5

〜15 cmのスギ⼩径⽊が766本 ha-1ほど⾒られた。スギの更新⽊は最も表層の崩れる⾕地形
を避けて、やや凸地形のところに多く⾒られた。 
 

⻑距離種⼦散布の⽅向性に影響する要因の検討 
温暖化の進⾏に応じ、野⽣植物はより気温の低い低緯度あるいは⾼標⾼の場所へ移動す

る必要がある。このような移動には⻑距離の種⼦散布が不可⽋である。しかし⻑距離の種
⼦散布において、運ばれる⽅向の偏りについて検討した研究はほとんどない。そこで、主
要な種⼦散布様式である動物散布、⾵散布、⽔流散布、海流散布について、⻑距離散布の
⽅向性に影響しうる⽣物的・⾮⽣物的要因を⽂献情報を⽤いて考察した。その結果、多く
の植物では気温の低い⾼緯度・⾼標⾼ではなく、むしろ気温の⾼い低緯度・低標⾼へ偏っ
て散布されていることが予想された。例えば、⿃の秋の渡りや寒流によって種⼦は低緯度
へ偏って散布され、滑降⾵や川の流れによって低標⾼へ偏って散布されると予想された。
これらの予想から、多くの植物は温暖化が進む中で効果的に移動できていない可能性が⽰
唆された。 
 
 
（５）育林技術研究グループ 

酒井敦（グループ⻑）、齋藤智之、野⼝⿇穂⼦ 
 

本研究グループは、森林施業や⾃然撹乱に対する樹⽊をはじめとした植物の反応を、樹⽊
⽣理学や⽣態学の観点から明らかにし、森林の育成に応⽤するための研究を⾏っている。本
年度の主な研究成果は次の通りである。 
 

成⻑に優れた苗⽊を活⽤した施業モデルの開発 
林業を継続的に進めるため、⼈⼯林を皆伐したあとの初期育林コストを下げることが課

題となっている。この研究において東北⽀所は、適切な植栽本数密度、および下刈り回数の
検討を担当している。植栽密度の異なるスギ若齢林4林分に試験区を設置し、植栽⽊の樹⾼
と樹冠幅、植⽣との競合状態を調査した。その結果、6〜7年⽣の林分では、植栽密度と植栽
⽊の樹冠幅、競合植⽣⾼との関係は認められず、下刈り終了後の経過年数が⻑いほど、植栽
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⽊の樹冠幅が⼩さく植⽣に覆われる傾向がみられた。⼀⽅、除伐から1年経過した11年⽣の
林分においては、植栽密度が⾼いほど競合植⽣⾼が低くなった。植栽密度3000本･ha-1では林
冠がほぼ閉鎖していたが、1000本･ha-1では林冠が占める割合が最⼤6割程度であった。以上
のことから、競合植⽣に対する植栽密度の効果が現れるのは除伐時期になってからと考え
られた。また、低密度植栽地で下刈りを省略したり、早期に終了したりすると、競合植⽣に
覆われ樹冠の成⻑が抑制される可能性があり、低密度植栽と下刈り省略を組み合わせるの
は現実的でないと考えられた。本研究成果の⼀部は第132回⽇本森林学会⼤会で発表した。 
 

冷⽔沢試験地の整備および旧好摩実験林の試験地復元 
下北森林管理署管内に1927年に設置した冷⽔沢ヒバ成⻑量試験地（1.28 ha）で毎⽊調査を

⾏った。胸⾼直径5 cm以上のヒバは961本･ha-1あり、5年前よりも45本･ha-1本数が減り、その
主な要因は⽴ち枯れによるものだった。ヒバの直径階分布は細い直径階が多いL字型をして
おり、分布型は5年前と変わらないものの、より⼤きい直径階へのシフトが進み、特に70 cm

以上80 cm未満のクラスで本数が増えていた。ヒバの材積は544 m3･ha-1あり、5年前の491 m3･
ha-1から⼤幅に増えていて年平均材積成⻑量は10.7 m3･ha-1･年-1だった。この試験地は林分材
積が300〜500 m3･ha-1になるように15〜20年ごとに択伐を繰り返しており、今回蓄積が⼗分
あることが確認できたため次の択伐に向けた準備が必要である。 

東北⽀所旧好摩実験林では様々な植栽区が残されている。広葉樹の樹種特性を探るため
1974年に同じ植栽密度（3000本･ha-1）で植栽された広葉樹⼈⼯林（カツラ、ケヤキ、トチノ
キ、サワグルミ）の⽣存本数とサイズを調査した。⽣残率はカツラ（67.3％）、ケヤキ（60.5％）、
サワグルミ（45.8％）、トチノキ（38.1％）の順に⾼かった。⽣残⽊の平均胸⾼直径はサワ
グルミ（22.5 ± 9.1 cm）、トチノキ（22.0 ± 11.1 cm）、カツラ（19.9 ± 6.4 cm）、ケヤキ（15.9 

± 7.3 cm）の順に⼤きかった。カツラは⽣残率が⾼く⼤きさが揃う傾向があり、ケヤキは⽣
存率が⾼いが⼩径⽊が多く、サワグルミやトチノキは⽣残率が低く⼤きさのばらつきが⼤
きいなどの樹種特性が明らかになった。この成果の⼀部はフォレストウィンズNo.84に掲載
された。 
 
 
（６）森林環境研究グループ 

阿部俊夫（グループ⻑）、萩野裕章、⼩野賢⼆、森下智陽、延廣⻯彦 
 

本研究グループは、森林流域の⽔源かん養機能や森林⽣態系の炭素動態、海岸林の再⽣な
どに関する研究を⾏っている。令和2年度の主な研究成果は以下に⽰す通りである。 

 
履歴の異なる2つの作業道における間伐後の濁⽔流出量の変化 

秋⽥県⻑坂試験地（⼤館市）では、施業が積雪地域の⽔資源量におよぼす影響を調べる
⽬的で間伐試験が⾏われている。施業では作業道の開設が⽔・⼟砂流出にあたえる影響も
⼤きいと予想されるため、2017年間伐時に新たに開設した作業道（以下、開設道とする）
と再利⽤された作業道（以下、再利⽤道とする）の2か所に調査プロットを設け、濁⽔流
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出量の変化を調査した。⽔（表⾯流出）の流量は調査プロット下端に簡易量⽔堰を設置し
て観測し、⾃動採⽔器を⽤いて表⾯流出発⽣時の⽔を採取した。⽔サンプルについて浮遊
⼟砂濃度を分析し、表⾯流出量と降⾬強度との関係式から浮遊⼟砂流出量を推定した。浮
遊⼟砂流出量は時間経過とともに減少しており、3〜4年⽬には間伐直後の年の5.7〜8.7%と
なったが、表⾯流出量は3〜4年⽬でも12.3〜53.0%に⽌まった。なお、表⾯流出量および浮
遊⼟砂流出量はともに再利⽤道の⽅が開設道よりも多かった。植⽣被覆は再利⽤道の⽅が
開設道より多いものの、再利⽤道では切⼟法⾯からの湧⽔流⼊があるために、開設道より
も表⾯流出が多い状況であった。両者とも、植⽣・リターによる路床被覆率は年々増加し
ており、浮遊⼟砂流出の低下は植⽣やリターによる路床保護の効果と考えられた。しか
し、表⾯流については⼗分に減少しておらず、これは開設時の締固めにより透⽔性が容易
には回復しないことや、⼭側斜⾯からの湧⽔量が減少しないためと推察された。湧⽔流⼊
がある箇所については、できるだけ流⼊地点近くに横断排⽔溝を設けて⾕側林地へ排⽔
し、湧⽔が表⾯流として路床を流下しないようにする対策が重要と考えられる。 
 

作業道開設を伴う間伐における作業道および間伐斜⾯からの濁⽔流出 
森林理⽔試験地の⼀つである釜渕森林⽔⽂試験地（⼭形県最上郡真室川町）において

2018年10⽉に⾏われた作業道開設を伴う間伐が濁⽔発⽣に及ぼす影響を明らかにするた
め、同試験地4号沢流域内外に作業道区、間伐区、対照区を設定した。各区に表⾯流観測
のためのプロット（幅1 m×奥⾏2 m）を設置し、発⽣した表⾯流を20〜40 Lのコンテナに集
⽔した。各試験区では降⾬量、表⾯流量、表⾯流中の微細⼟量（粒径0.7〜100 μm）の観測
を⾏った。観測期間中の各試験区の降⾬量に対するそれぞれの表⾯流量の割合は69.4％、
14.4％、6.1％となり、作業道区では降⾬の7割程度が作業道表⾯を流下したことが分かっ
た。また、観測期間中に発⽣した表⾯流中の微細⼟量は作業道区、間伐区、対照区でそれ
ぞれ4.427 g m-2、0.158 g m-2、0.078 g m-2であり、対照区に対して作業道区では56.5倍、間
伐区では2.0倍の微細⼟が発⽣していた。表⾯流の微細⼟濃度はそれぞれ16.0 mg L-1、2.94 

mg L-1、2.68 mg L-1であった。作業道区は微細⼟量、微細⼟濃度ともに最も⾼い値を⽰して
おり、単位⾯積当たりでは濁⽔発⽣に最も⼤きな影響を与えていた。 
 

静電容量計測による樹⽊根量の⾮破壊推定⽅法の検討 
樹⽊地下部の根の存在量を⾮破壊で推定する⽅法として根の静電容量を計測する⽅法が

ある。この⽅法は農作物を対象にした研究から始まり、近年は樹⽊への適⽤例も増えてい
る。そこでわが国では⼀般的なクロマツとスギへの適⽤を検討するため、静電容量と根量
の関係調査を実施した。 

クロマツは福島県相⾺市松川浦の海岸林再⽣事業地および宮城県⼭元町の防潮堤上の盛
⼟⾯に⽣育しており、植栽後3〜4年、樹⾼0.6 m〜2.5 mの合計8本を対象にした。スギは東
北⽀所構内の苗畑に⽣育していたもので、植栽後2〜3年、樹⾼1 m程度の6本を対象にし
た。調査⽊の幹の地際と地中に電極を挿して根の静電容量を測定した後に、根を掘り出し
てその乾燥重量を計測した。 
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松川浦のクロマツ調査⽊5本の静電容量と根量の相関係数は0.94であったが、⼭元町の調
査⽊を加えた8本では相関係数は0.66に下がった。⼟壌の粒形が⽐較的揃っていた松川浦に
対して、⼭元町の盛⼟⼟壌は礫混じりで、地中に挿した電極と⼟壌間の接触⾯に空隙（電
気的な絶縁箇所）が含まれるなどして静電容量の値に影響を与えた可能性がある。スギ調
査⽊6本での相関係数は0.3であったが、そのうち1個体のデータを取り除くと0.76まで上が
った。これまでの調査で⼟壌⽔分や幹に取り付ける電極位置の⾼さも静電容量の値に影響
を与えることが分かっており、スギの外れ値はそれらが影響した可能性がある。このよう
な測定時の条件が静電容量に与える影響を考慮して調査を継続する。 
 

マングローブ林のブルーカーボン蓄積機能評価のための細根動態連続観測⼿法の検討 
コーラル・トライアングルと呼ばれる⽣物多様性度が⾼い⻄太平洋諸島地域におけるマ

ングローブ林のブルーカーボン蓄積機能評価を⽬的として研究を実施した。2018年9⽉より、
フィリピン⼤学およびアクラン州⽴⼤学とともにフィリピン共和国パナイ島KIIエコパーク
において、ルートスキャナー法により細根動態を連続観測している。本年度は、COVID-19

パンデミックの影響によりフィリピンにおける現地調査が実施できなかったことから、現
地カウンターパートが定期的に画像取得しているマングローブ根系動態観測スキャナー画
像の解析を⾏った。 

ルートスキャナー法は、陸域の森林で開発された⼿法であり、⽔圏環境である今回の調査
地で使⽤するため、潮汐環境下でのアクリル製観察箱への浮⼒・⽔圧対策や、CCD式スキャ
ナーやPC、ポータブル電源などの電気デバイスを破損することなく使⽤するための⽅策の
検討と確実な⼿法の確⽴が必要であった。本課題における2年余に及ぶ同法による継続観測
結果から、マングローブ⽣態系においても旺盛な根系動態過程を視覚的に観測可能である
ことが明らかとなった 
 

安⽐⾼原および森吉⾼原渓畔林における樹幹からのメタン放出量 
 ⼀般に、森林⽣態系は温室効果ガスであるメタンの吸収源として計上されている。⼟壌
中ではメタンを⼆酸化炭素に分解するメタン酸化菌が活動しており、⼤気中のメタンが⼟
壌へ吸収されるためである。⼀⽅、湿地林は⼟壌中で嫌気的環境が形成されるため、メタ
ンの放出源となっている。近年、湿地林では⼟壌に加えて、ハンノキやヤチダモの樹幹か
らメタンが放出していることが報告され、樹幹からのメタン放出量の寄与を評価すること
が求められるようになっている。湿地林ほどではないものの、渓畔林についても、空間
的、あるいは季節的に嫌気的環境が形成されると考えられる。そこで、東北地⽅の渓畔林
に広く分布するサワグルミとヤチダモを対象に、樹幹から放出するメタンについて、放出
量の評価と樹種による違いを明らかにすることを⽬的として研究をおこなった。 

岩⼿県⼋幡平市安⽐⾼原および秋⽥県北秋⽥市森吉⾼原の渓畔林において、サワグルミ
とヤチダモの樹幹からのメタン放出量を測定した。森吉⾼原のサイトではホオノキも⽣育
しているため、ホオノキも測定対象とした。昨年までの研究から、安⽐⾼原の渓畔林にお
いて、ヤチダモの⽅がサワグルミよりもメタン放出量が⼤きいことが明らかになっていた
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が、森吉⾼原の渓畔林でも安⽐⾼原と同様に、メタン放出量はヤチダモの⽅が⼤きかっ
た。ホオノキからのメタン放出は検出できなかった。異なる2つの渓畔林で同様の傾向が
⾒られたこと、ホオノキはメタンを放出していなかったことから、メタン放出の有無や量
には樹種間で違いがあることが明らかになった。今後、その原因について、根の分布状況
や通気組織の発達等から検討をすすめていく。 
 
 
（７）⽣物多様性研究グループ 

⾼橋裕史（グループ⻑）、⼯藤琢磨 
 

本研究グループでは、森林に⽣息する野⽣動物（主に哺乳類と⿃類）に関する研究を⾏っ
ている。令和２年度に実施した研究の主な内容は以下の通りであるが、⻑期継続的な研究に
ついては前年度以前の結果も含んでいる。 

 
ニホンジカ分布拡⼤最前線の把握 

北東北に分布拡⼤するニホンジカ（以下、シカ）を早期に⽣息を検出する⽅法として、痕
跡に付着するDNAから種を特定する検査薬「ニホンジカ・カモシカ識別キット」を⽤いた痕
跡識別法を確⽴した。この⽅法を⽤いて、関係諸機関と連携し、⽩神⼭地世界遺産地域周辺
域や秋⽥県内、⻘森県内においてシカの越冬地の探索や、苗⽊や農作物の加害種の判定を進
めた。その結果、盛岡市でスギ苗⽊、仙北市でイネの⾷害部位からシカを検出した。この調
査は、秋⽥県林業研究研修センター、秋⽥県⽂化財保護室、東北森林管理局、同津軽⽩神森
林⽣態系保全センター、同藤⾥森林⽣態系保全センター、同盛岡森林管理署、東北地⽅環境
事務所⻄⽬屋⾃然保護官事務所、同⼗和⽥⼋幡平国⽴公園管理事務所との連携により実施
した。 

シカの増加傾向が痕跡識別法によって検出できるかどうかを検討した。痕跡識別法にお
いて⾷痕を検体として⽤いる場合、新しい⾷痕ほど陽性反応が出やすい。したがって、もし
シカが増加傾向にあるならば、シカまたはカモシカの⾷痕を野外で採取した場合に、シカの
⾷痕と判定される確率が上がることが期待される。カモシカについては近年の増減が不明
であるが、⼤きな増減がなければカモシカ陽性反応が出る確率に変化はみられないと考え
られる。そこで、2017年8⽉から2020年10⽉までの間に採取した痕跡試料から、シカ、カモ
シカそれぞれについて陽性反応が出る頻度が増加傾向にあるかを調べた。採取地点ごとに1

検体でも陽性反応が出た場合を1、それ以外を0として、⼆項分布を仮定するロジスティック
回帰モデルによって解析した。試料は、主に秋⽥県内、⼀部に⻘森県内と岩⼿県内、宮城県
内のべ155地点で採取した⾷痕を⽤いた。これら試料には、同⼀地点で採取した季節や年の
異なる複数回分を含み、また1地点あたりの検体数は不均⼀である。解析の結果、陽性頻度
の増減は、シカでは増加傾向が認められたが（回帰係数 r = 0.0017、p = 0.011）、カモシカ
では認められなかった（r = -0.0004、p = 0.421）。このことから、痕跡識別結果の⻑期的な
蓄積によって、シカの増加傾向を検出できる可能性が⽰唆された。より精度の⾼い推定に向
け、試料を採取した地域や時期をどこまで含めるのが妥当か、どのような状態になったら従
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来の定量的な⽣息密度指標を開始、移⾏していくべきか等について、さらなる検討が必要で
ある。 
 

マツ材線⾍によるマツ林の枯死に対する猛禽類群集の反応機構 
 樹⽊を枯死させる侵略的外来種は世界規模で森林⽣態系を改変し、その影響は樹⽊だけ
にとどまらない。⽇本では、侵略的外来種マツノザイセンチュウを病原体とするマツ材線⾍
病によりマツ属種が優占するマツ林の衰退が1905年以降続いており、マツ林の衰退は営巣
場所の減少を通して猛禽類群集にも影響すると想定される。本研究では、マツ林の衰退が営
巣場所に及ぼす影響について時間を追って調査し、マツ林の衰退に対する群集の反応機構
の解明を試みた。 

岩⼿県の盛岡市から⼋幡平市にかけての⾯積100 km2を未衰退区、花巻市と紫波町に合わ
せて⾯積 100km2を衰退区とした。2013年から2016年までの間に両区で猛禽類の巣を探索し
た。営巣⽊を中⼼とした⾯積0.1 haのプロットのマツの枯死率を調べた。調査は未衰退区で
は枯死⽊の数に⼤きな変化はないと想定されたので2016年にのみ、⼀⽅、衰退区では枯死⽊
数が毎年増加すると想定されたので2016から2018年の間に毎年⾏った。両区で猛禽類の営
巣⽊に占める枯死⽊の割合と遺棄された営巣⽊の数を数えた。2016年から2018年の群集の
構成種と各種のつがい数について⽐較分析を⾏った。 

未衰退区と衰退区の⽐較からマツ林衰退の影響として営巣場所の減少、すなわち営巣林
を構成するマツの⾼い枯死率、営巣⽊に占める枯死⽊の増加、感染の影響で遺棄された営巣
⽊の増加が検出された。しかし、衰退区では、経過観察の間に営巣林の枯死率は増加せず、
営巣⽊の65 %を占めていたマツ枯死⽊の割合は減少したが、マツ⽣⽊が74 %を占めるよう
になり、さらにマツ以外の樹種の営巣⽊が増えた。⼀⽅、そこでの猛禽類群集は、⼩型種、
中型種、⼤型種の順でつがい数を減少させ、多様性を低下させる反応を⽰した。 

これらのことから、猛禽類群集はマツ林衰退の拡⼤に伴い、相対的に枯死率が低いマツ以
外の営巣林と、⽣⽊の営巣⽊を求めて営巣場所を換えながら減少し、その際、営巣場所を巡
る競争的排除が関与して種の減少順位が決定される反応機構が存在すると結論された。 
 
 
（８）⽣物被害研究グループ 

相川拓也（グループ⻑）、⼩澤壮太、⽥端雅進、磯野昌弘 
 

 本研究グループは、森林に⽣息する昆⾍や微⽣物、そして野⽣動物などがもたらす⽣物被
害の発⽣メカニズムの解明や、その管理技術に関する研究を担当している。中でも、東北地
⽅で被害拡⼤が著しい松くい⾍（マツ材線⾍病）被害への研究対応には重点を置いており、
鑑定依頼や⾏政による防除事業への助⾔、評価等の活動にも積極的に対応している。令和2

年度に実施した研究や活動の主な内容は以下の通りである。 
 

ニホンジカの越冬地指標としてのササの検討 
 近年、ニホンジカ（シカ）の対策として、シカ密度が増加してからではなく頭数が少ない
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うちに効果的な対策を取ることの重要性が認識されつつある。北東北におけるシカの密度
は⻄⽇本などの激害地と⽐較するとまだ低い状態にある。我々は、シカの密度が低い段階で
の対策として、シカが冬の間、雪や北⾵などの厳しい環境を回避して集まる場所、すなわち
“越冬地”を利⽤した効率的な捕獲を⽬指している。その越冬地を特定するために、シカにと
って冬期間の主要な餌となるササに注⽬し、⼤規模にササが⾷べられている場所の探索を
⾏っている。しかし、冬場のササはシカだけでなく、同じ⼤型哺乳類として知られるカモシ
カにとっても好適な餌となるため、⾷べられたササを発⾒したとしても、それがシカの痕跡
であるかどうかは⾒た⽬では判断できない。そこで我々は、糞や⾷痕などの痕跡に残るDNA

から両者を特定できる「ニホンジカ・カモシカ識別キット」を活⽤した調査を展開している。
今年度は、冬の間にシカによって⾷べられたクマイザサに着⽬し、それらの⾷痕に付着した
唾液由来のDNAが、どれくらいの期間本キットで検出可能なのかを明らかにするための調
査を⾏った。その結果、⾷べられてから1か⽉後では約80％、2か⽉後では約40％、そして3

か⽉後では約10％の⾷痕でシカの陽性反応がみられた。このことから、雪解けが進んだ4〜
5⽉頃に⼭に⼊り、現場で⾷べられたササを採取すれば、シカが冬期間にその場所を利⽤し
ていたことを⼗分証明できると考えられた。 
 

マツノキクイムシに寄⽣するParasitorhabditis属線⾍の 
マツノマダラカミキリへの寄⽣性の検討 

 マツノマダラカミキリに対する防除は、薬剤を⽤いた予防散布およびくん蒸処理が主体
となっている。その⼀⽅で、環境への負荷が⼩さい天敵等を利⽤した防除技術の開発も古く
から取り組まれてきた。マツノマダラカミキリの新たな防除資材候補として、マツ属樹種を
利⽤する他種穿孔性昆⾍に寄⽣する線⾍が使えるかどうか検証を進めている。マツノキク
イムシ雌雄成⾍37 頭を解剖したところ、31 頭の⾎体腔からParasitorhabditis属の寄⽣性線
⾍が得られた。そこで本線⾍のマツノマダラカミキリへの寄⽣性を検討するために、マツノ
キクイムシ13 頭のそれぞれに由来する寄⽣性線⾍1〜123 頭と、マツノマダラカミキリ⽼
熟幼⾍各1 頭をシャーレ内で共存培養させた。その結果、⾍体内に侵⼊した線⾍は確認でき
ず、ほとんどの幼⾍は正常に成⾍へと発育したことから、本線⾍によるマツノマダラカミキ
リへの影響は全く確認できなかった。ただし、この実験では、マツノキクイムシの体内から
取り出した線⾍をそのまま使⽤したため、線⾍が宿主に感染できる状態（感染体ステージ）
ではなかった可能性がある。よって、今後は本線⾍の感染体ステージを特定するとともに、
その感染体ステージの線⾍を⽤いた上で、マツノマダラカミキリに対する寄⽣性を評価す
る必要があるだろう。 
 
 
（９）森林資源管理研究グループ 

道中哲也（グループ⻑）、松浦俊也、御⽥成顕、⼤塚⽣美 
 

本研究グループでは、持続的な林業⽣産及び森林資源の安定的な維持管理の実現を⽬的
に経営及び経済的な側⾯から研究している。主要な成果は以下の通りである。 
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製材⼯場における原⽊の⼊荷量、在庫量と価格の関係性解析 

製材⼯場における原⽊の⼊荷量、在庫量と価格の管理は、⼯場の経営利益に⼤きな影響を
与えるだけでなく、⼯場の持続的な経営にも関わっており、重要な課題である。本研究では、
被説明変数と説明変数の両⽅のラグ（時間遅れの効果）を説明変数に含む時系列分析の⾃⼰
回帰分布ラグ（ARDL）モデルを構築して、⼊荷量、在庫量と原⽊価格の関係を定量的に解
明することを⽬的とする。本研究は、スギ材⽣産量が多く、製材⼯場におけるスギ原⽊の割
合の⾼い秋⽥県を対象とした。データについては、2005年1⽉から2020年12⽉までの製材⽤
スギ丸太価格、製材⼯場の原⽊⼊荷量、在庫量、消費量、製材品価格及び⽉間降⽔量データ
を⽤いた。データの出典は農林⽔産省の「⽊材価格統計調査」、「⽊材統計調査」、秋⽥県
農林⽔産部林業⽊材産業課の「秋⽥県製材製品価格」と気象庁の「過去の気象データ」であ
る。バウンド検定により、⼊荷量、在庫量、価格との間に⻑期的な均衡関係があったことが
確認された。ARDLモデルの結果、⻑期的に、秋⽥県の製材⼯場においては、すぎ中丸太（直
径24〜28 cm）の素材価格と製材品価格（すぎヌキ特等）との連動、⼊荷量と消費量との連
動が確認できた。しかし、すぎ中丸太（直径14〜22 cm）及びすぎ⼤丸太（直径30〜36 cm）
の素材価格と製材品価格との連動は確認できなかった。また、在庫量及び⼊荷量を決める際
に、消費量あるいは製材品出荷量が優先で、価格の影響が弱い結果となった。 

 
福島県東部における外部被ばく線量に基づく⼭菜・きのこ採取地の再利⽤可能性の評価 
原発事故の放射能汚染は、地域の⼈々から⼭菜・きのこ採取の機会を奪った。そこで、外

部被ばくのおそれから天然⼭菜・きのこ採りが難しくなった場所と、採取活動を再開できる
までの年数を予測した。対象地は、福島第⼀原発の南⻄12〜30 km圏に位置する福島県双葉
郡川内村である。まず、事故前に⼭菜・きのこ採りをよくしていた⽅々11名に対⾯アンケー
トを実施し、地理情報システム（GIS）を⽤いて、主な⼭菜ときのこ各3種類について、かつ
てよく採りに⾏っていた場所（採取適地）の特徴を調べた。さらに、2050年までの空間線量
率の低下を予測した上で、採取地への訪問を1⽇8時間と仮定して訪問頻度をいくつか想定
し、訪問による外部被ばく量が国の基準値（年間1ミリシーベルト）未満となる範囲が広が
っていく様⼦を推定した。 

その結果、⼭菜・きのこの種類ごとに、かつての採取適地の分布特徴（地形、植⽣、道か
らの距離）を地図化できた。また、空間線量率が低下していくなかで、訪問頻度を調整すれ
ば、外部被ばく量を低く抑えられ、訪問を再開できる場所が広がっていくことが分かった。
今後、⼭菜・きのこを⾷べた場合の内部被ばく量の評価と併せることで、安全に採取を再開
できる時期が予測可能になると考えられる。 
 
広域測量の実⾏可能性からみたドローン空撮測量と空中写真測量と航空レーザ測量の⽐較 

森林資源状況を低コストに把握・可視化するために、ドローン空撮測量（UAV-SfM）や
航空レーザ測量の活⽤が進む⼀⽅、従来からの有⼈航空機による空中写真測量は、⾼解像
度衛星画像の購⼊に置き換えられつつある。しかし、ドローン空撮測量は⽐較的狭域では
有効なものの、広域では撮影枚数や⾶⾏距離が膨⼤となる。航空レーザ測量は、空中写真
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測量より⾼密な空撮が必要で⾶⾏距離が⻑く、森林変化を捉えるための繰り返し撮影は広
域では⾼コストとなる。⾼解像度衛星画像は２次元の背景地図に有⽤だが、林分材積推定
のための⼗分な精度の３次元情報が得られない。そのため、空中写真測量の実施が減少す
ると、広域で⾼精細３次元情報が得られなくなることが危惧される。本研究では、ドロー
ン空撮測量、空中写真測量、航空レーザ測量それぞれについて、地上解像度、撮影枚数、
⾶⾏距離等の違いを⽐較し、広域測量における実⾏可能性の差を定量的に⽐較した。その
結果、広域での３次元情報取得には、ドローン空撮測量では撮影枚数・⾶⾏距離が過⼤で
実⾏不可能になるため、⼀回の航空レーザ測量と定期的な空中写真測量の組合せが適する
ことが改めて確認できた。 
 

宮崎県を事例とした⼩規模⼭林所有が素材⽣産と⽴⽊売買に与える影響 
今後主伐の増加が⾒込まれるなかで、⼭林の⼩規模所有が効率的な素材⽣産の⽀障とな

っている宮崎県を対象に、⼭林所有規模が素材⽣産と⽴⽊売買に与える影響を明らかに
し、無断伐採発⽣の可能性とその防⽌策を検討した。宮崎県内の素材⽣産業者へのアンケ
ート調査の結果から、施業上の最⼤の⽀障事項は⼟地権利の確認であった。とりわけ、⼭
林所有規模が⼩さい地域では所有者の特定が困難であり、⽴⽊売買における仲介業者の重
要性が⽰された。⼀⽅で、⽴⽊の仲介取引においては、不正が発⽣する事例もみられてい
る。これらのことから、⼩規模⼭林における適切な主伐の実現のためには、⼩規模⼭林に
焦点を当てた施業の指針の提⽰と、施業集約化における権利確認の⼿間の軽減と仲介業者
に権利確認を徹底させる仕組みが求められることが⽰された。 
 

環境教育の場としての動物園に対する専⾨学校⽣の印象と嗜好 
動物園は環境教育の機会提供の場として期待されている。しかしながら、動物園を訪問

する機会の少ない⾼校⽣から⼤学⽣にかけての年齢層に対してその役割を⼗分に果たせて
いないことが課題となっている。本研究では、これらの年齢層に対する環境教育の場とし
ての可能性を検討することを⽬的とし、福岡市内に位置する専⾨性の異なる専⾨学校⽣
479名を対象にアンケート調査を実施した。その結果、動物園はレクリエーションの場と
して認識されており、学びを⽬的とする回答者は⼀部に限られていることが明らかになっ
た。そして、動物園を楽しませつつ感⼼を喚起し、学びへとつなげる施策として体験型イ
ベントの重要性が⽰された。 
 

林業労働⼈⼝縮⼩下における林業⽣産活動に関する研究 
森林法制度の改正が相次ぐ中、平成23年の法改正を起点に整備が進められてきた「新た

な森林管理システム」では、平成28年法改正に盛り込まれた林地台帳制度、続く平成30年
施⾏の森林経営管理法などに⾒られるように、林業事業体への期待が⼤きなものとなって
いる。しかしながら、年間総素材⽣産量が全国3位の位置にある岩⼿県においても他県と
同様に林業労働⼒の不⾜から、今後、⽣産量が伸び悩むことが危惧されているとともに、
再造林に労働⼒が回せないという実態もある。⼀⽅で、⼤型林業機械の導⼊やIoT等の導⼊
により⽣産性も向上している⾯も看過できなない。そこで、林業⽣産⼒の実態を分析し、
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その持続性の⽰唆を得ることを⽬的に林業事業体を組織する機関の協⼒を得て、岩⼿県内
251林業事業体にアンケート調査を実施した（回収率44％）。その結果、皆伐施業を中⼼
とする岩⼿県では、2万㎥以上の⼤規模事業体において、より⼩規模な1〜2万㎥規模の事
業体より事業量の拡⼤が⼩さい傾向にあった。このことから、⼤規模層ほど⽣産性の⾼度
化が上限に達している可能性や、これまで伐出に割かれていた労働⼒が造林に向けられて
いることが推察され、岩⼿県全体として、伐採−再造林のサイクルに⼤きな課題を抱えて
いることが、改めて浮き彫りになった。 
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JpGU-AGU Joint Meeting
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2020.11.

3 TANAKA Kenzo(⽥中憲蔵)、
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Takuya(梶本卓也)
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分布と年変動)

Journal of Environmental
Radioactivity、225:106447、
doi.org/10.1016/j.jenvrad.202
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2020.12.

4 梶本卓也 ⻑伐期施業 森林学の百科事典(⽇本森林
学会編・丸善出版、704⾴)、
246-247

2021.01.

5 梶本卓也 本の紹介 ⼩池孝良他編著「⽊本植物の⽣理⽣態」 森林技術、946:36 2021.02.
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林総研PD)、平⽥晶⼦(国環研)、秋
庭満輝、中村克典、⼩⿊芳⽣、⾼野
(⽵中)宏平(⻑野県環境保全研)、肱
岡靖明(国環研)、松井哲哉

Developing a point process model for ecological risk
assessment of pine wilt disease in multiple spatial
scales(複数の地域で同時にマツ材線⾍病の⽣態リスク
評価を可能とする点過程モデルの構築)

Forest Ecology and
Management、463:118010

2020.05.

8 中村克典 マツ枯れ被害拡⼤の歴史とこれからの防除の展望 環動昆、31(2):61-63 2020.07.
9 中村克典 新型コロナウイルス感染拡⼤状況下におけるマツ材線

⾍病研究者の憂鬱
樹⽊医学研究、24(3):185 2020.07.

10 中村克典 新刊紹介：森林病理学 森林保全から公園管理まで 森林防疫、69(6):17-18 2020.11.
11 平井敬三、相澤州平、川⻄あゆみ

(神⼾⼤)、池⽥重⼈、⽯塚成宏、稲
垣昌宏、稲冨素⼦(農研機構)、⼤貫
靖浩、岡本透、⼩林政広、酒井寿
夫、酒井佳美、阪⽥匡司、志知幸
治、篠宮佳樹、⽥中永晴、釣⽥⻯
也、⿃⼭淳平、野⼝享太郎、橋本昌
司、橋本徹、古澤仁美、三浦覚、⼭
下尚之、⼭⽥毅

⽇本の森林⼟壌の炭素蓄積量の全国評価 ⽇本⼟壌肥料学会⼤会講演要
旨集、66:76

2020.09.

12 SHINOMIYA Yoshiki(篠宮佳樹)、
KOBAYASHI Masahiro(⼩林政広)、
TSURITA Tatsuya(釣⽥⻯也)、
TSUBOYAMA Yoshio(坪⼭良夫)、
SAWANO Shinji(澤野真治)、ITOH
Yuko(伊藤優⼦)、OHNUKI
Yasuhiro(⼤貫靖浩)、SHITI Koji(志
知幸治)

Discharge of suspended solids and radiocesium into
stream water in a forested watershed before and after
line thinning with spur road construction.(作業道開設
を伴う列状間伐前後の森林流域から渓流⽔を通じた懸
濁物質及び放射性セシウムの流出)

Journal of Environmental
Radioactivity、225:106418

2020.10.
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13 ⿃⼭淳平、鴨⽥重裕(東京⼤)、酒井

佳美、⼤貫靖浩
熊本市内の丘陵地におけるユーカリ属の初期成⻑ 森林総合研究所九州⽀所年

報、32:12
2020.10.

14 KABEYA Naoki(壁⾕直記)、
SHIMIZU Akira(清⽔晃)、
SHIMIZU Takanori(清⽔貴範)、
IIDA Shinʼichi(飯⽥真⼀)、TAMAI
Koji(⽟井幸治)、MIYAMOTO
Asako(宮本⿇⼦)、CHANN
Sophal(カンボジア森林野⽣⽣物研
究所)、ARAKI Makoto(荒⽊誠)、
OHNUKI Yasuhiro(⼤貫靖浩)

Long-term hydrological observations in a lowland dry
evergreen forest catchment area of the lower Mekong
river, Cambodia.(カンボジア国メコン川下流部の低地
乾燥常緑林流域における⻑期⽔⽂試験)

JARQ-Japan Agricultural
Research Quarterly、
55(2):177-190

2020.10.

15 ⼤貫靖浩、⼩野賢⼆、安⽥幸⽣、釣
⽥⻯也、森下智陽、⼭下尚之

ブナ林⼟壌の保⽔機能の⼆⾯的定量評価−岩⼿県安⽐
⾼原を対象として−

森林⽴地、62(2):91-100 2020.12.

16 IIDA Shin'ichi(飯⽥真⼀)、
SHIMIZU Takanori(清⽔貴範)、
TAMAI Koji(⽟井幸治)、KABEYA
Naoki(壁⾕直記)、SHIMIZU
Akira(清⽔晃)、ITO Eriko(伊藤江利
⼦)、OHNUKI Yasuhiro(⼤貫靖
浩)、SOPHAL CHANN(Institute of
Forest and Wildlife Research
Development, Cambodia)、LEVIA
Delphis F.(University of Delaware,
USA)

Evapotranspiration from the understory of a tropical
dry deciduous forest in Cambodia.(カンボジア王国熱
帯乾燥落葉林における下層植⽣の蒸発散)

Agricultural and Forest
Meteorology、295:108170、
DOI：
10.1016/j.agrformet.2020.108
170

2020.12.

17 ⼤貫靖浩、⿃⼭淳平、飯⽥真⼀、伊
藤江利⼦、 KETH Samkol(カンボジ
ア森林野⽣⽣物開発研究所)、
CHANN Sophal (カンボジア森林野
⽣⽣物開発研究所)

カンボジアの熱帯季節林における⼟壌⽔分環境 季刊地理学、73(1):47-48 2021.03.

18 ⽟城雅範(沖縄県森林資源研究セン
ター)、⿃⼭淳平、井⼝朝道(沖縄県
森林資源研究センター)、森⼤喜、
酒井佳美、⼤貫靖浩

ウラジロエノキにおける若齢林の樹⾼と⼟壌環境との
関係

九州森林研究、74:37-41 2021.03.

19 ⼭下尚之、⼤貫靖浩 ⼭地⼩流域における⼟層厚測定点選択の最適化 ⽇本森林学会⼤会学術講演
集、132:P-271

2021.03.

20 ⻄園朋広、細⽥和男(林野庁)、福本
桂⼦、⼭⽥祐亮、⾼橋正義、齋藤英
樹、北原⽂章、⼩⾕英司

ヒノキ⼈⼯林における地上型レーザースキャナを⽤い
た樹⽊サイズの計測−間伐履歴や林分条件が計測誤差
に与える影響−

森林計画学会誌、54(1):37-
44

2020.08.

21 北原⽂章、⻄園朋広、細⽥和男、⼩
⾕英司

2機種の地上型レーザスキャナを⽤いた森林計測精度
の⽐較

森林計画学会誌、54(1):63-
66

2020.08.

22 ⼩⾕英司 地上レーザスキャナーによる森林資源調査の精度と作
業時間

岩⼿の林業、741:2-3 2020.08.

23 ⻄園朋広、北原⽂章、中澤昌彦、瀧
誠志郎、⼩⾕英司、細⽥和男(林野
庁)

地上型レーザースキャナーとUAVによる新しい森林
調査

森林総合研究所第4期中期計
画成果、34:1-14

2020.11.

24 ⼩⾕英司 下内沢スギ林収穫試験地における定期調査の概要 森林総合研究所東北⽀所年
報、61:33-34

2020.12.
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25 KITAO Mitsutoshi(北尾光俊)、

YASUDA Yukio(安⽥幸⽣)、
KODANI Eiji(⼩⾕英司)、
HARAYAMA Hisanori(原⼭尚徳)、
AWAYA Yoshio(粟屋善雄・岐⾩
⼤)、KOMATSU Masabumi(⼩松雅
史)、YAZAKI Kenichi(⽮崎健⼀)、
TOBITA Hiroyuki(⾶⽥博順)、
AGATHOKLEOUS Evgenios(エフ
ゲニオスアガトクレウス・南京信息
⼯程⼤)

Integration of electron flow partitioning improves
estimation of photosynthetic rate under various
environmental conditions based on chlorophyll
fluorescence.(電⼦伝達の分配を組込むことで様々な環
境条件下でのクロロフィル蛍光に基づく光合成速度推
定が改善される)

Remote Sensing of
Environment、
DOI:10.1016/j.rse.2020.1122
73

2020.12.

26 ⼩⾕英司、安⽥幸⽣、齋藤武史 森林ドローン空中写真によるブナ林の⽣物物理量の季
節変化の把握

⽇本森林学会⼤会学術講演
集、132:D21

2021.03.

27 ⻄園朋広、細⽥和男(林野庁)、北原
⽂章、⼩⾕英司、⾼橋與明、近藤洋
史、古家直⾏、志⽔克⼈、福本桂
⼦、⼭⽥祐亮、⽥中真哉、⾼橋正
義、齋藤英樹

地上型レーザースキャナによる樹⽊サイズの測定誤
差：多数の計測事例の分析

⽇本森林学会⼤会学術講演
集、132:D14

2021.03.

28 FUJITA Saki(藤⽥早紀・東京⼤)、
NOGUCHI Kyotaro(野⼝享太郎)、
TANGE Takeshi(丹下健・東京⼤)

Root responses of five Japanese afforestation
species to waterlogging.(⽇本の造林・緑化樹種5種に
おける根の滞⽔ストレス応答)

Forests 2020、11(5):552、
DOI:10.3390/f11050552

2020.05.

29 稲垣善之、酒井寿夫、篠宮佳樹、吉
永秀⼀郎、⼭⽥毅、野⼝享太郎、森
下智陽、藤井⼀⾄

四万⼗川の森林流域において気象条件が渓流⽔質に及
ぼす影響

⽇本⼟壌肥料学会⼤会講演要
旨集、8-1-37

2020.08.

30 NOGUCHI Kyotaro(野⼝享太郎)、
POUNGPARN Sasitorn(チュラロン
コン⼤)、UMNOUYSIN
Suthathip(シルパコン⼤)、
PATANAPONPAIBOON
Pipat(チュラロンコン⼤)、
DUANGNAMOL Decha(カセサー
ト⼤)、YONEDA Reiji(⽶⽥令仁)、
UTSUGI Hajime(宇都⽊⽞)、SATO
Tamotsu(佐藤保)、TABUCHI
Ryuichi(⽥淵隆⼀)

Biomass and production rates of fine roots in two
mangrove stands in southern Thailand.(タイ南部の2つ
のマングローブ林における細根の現存量と⽣産速度)

JARQ、54:349-360 2020.10.

31 酒井佳美、多⽥泰之、⾅⽥寿⽣(岐
⾩県森林研究所)、和多⽥友宏(岐⾩
県森林研究所)、野⼝享太郎、⼩林
政広

腐朽4年のヒノキ根の腐朽の進⾏と強度低下 九州森林学会⼤会研究発表プ
ログラム、76:1001

2020.10.

32 野⼝享太郎 10.4節 海岸林の緑化再⽣−根圏の視点− ⽊本植物の⽣理⽣態(⼩池孝
良、北尾光俊、市栄智明、渡
辺誠編)(共⽴出版、262⾴)、
178-182

2020.11.

33 野⼝享太郎 2.4節 森の根の競争、3.3節 炭素循環と樹⽊根−蓄
積・⽣産・ターンオーバー−、4.3節 乾燥ストレ
ス、滞⽔ストレスに対する樹⽊根の応答

森の根の⽣態学(共⽴出版、
376⾴)、96-106、167-182、
265-280

2020.12.

34 野⼝享太郎、牧⽥直樹(信州⼤)、福
澤加⾥部(北海道⼤)、檀浦正⼦(京都
⼤)、⾕川東⼦(名古屋⼤)、藤井佐織

森林の物質循環における樹⽊根の役割 ⽇本森林学会⼤会学術講演
集、132:S5-3

2021.03.
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35 牧⽥直樹(信州⼤)、菱拓雄(九州

⼤)、⼩林真(北海道⼤)、野⼝享太
郎、松⽥陽介(三重⼤)

樹⽊根の成⻑と構造の基礎的な仕組みと競争・共⽣関
係

⽇本森林学会⼤会学術講演
集、132:S5-2

2021.03.

36 中路達郎(北海道⼤)、⼩林真(北海道
⼤)、野⼝享太郎、平野恭弘(名古屋
⼤)

環境変動と樹⽊根 ⽇本森林学会⼤会学術講演
集、132:S5-4

2021.03.

37 藤⽥早紀(東京⼤)、野⼝享太郎、丹
下健(東京⼤)

異なる滞⽔期間に対するクロマツ苗の応答特性−細根
成⻑と蒸散速度−

⽇本森林学会⼤会学術講演
集、132:P-406

2021.03.

38 宮本和樹、五⼗嵐哲也、野⼝享太
郎、須崎智応(関東森林管理局森林
技術・⽀援センター)、仲⽥昭⼀(関
東森林管理局森林技術・⽀援セン
ター)、中⼭優⼦(関東森林管理局森
林技術・⽀援センター)、富樫善弥
(関東森林管理局森林技術・⽀援セ
ンター)

⾼齢ヒノキ⼈⼯林における植栽⽊と他樹種の細根⽣産 ⽇本森林学会⼤会学術講演
集、132:P-404

2021.03.

39 酒井佳美、多⽥泰之、⾅⽥寿⽣(岐
⾩県森林研究所)、和多⽥友宏(岐⾩
県森林研究所)、野⼝享太郎、⼩林
政広

腐朽4年のヒノキ根の腐朽の進⾏と強度低下 九州森林研究、74:51-53 2021.03.

40 ⼤⻄尚樹 遺伝解析から読み解くクマの動き みどりの東北、196:5 2020.07.
41 OHNISHI Naoki(⼤⻄尚樹)、

SASAKI Shoya(佐々⽊翔哉・岩⼿県
⽴⼤)、KATO Shuri(加藤珠理)、
UCHIYAMA Kentaro(内⼭憲太郎)

Population genetic structure of Ryukyu long-furred rat
Diplothrix legata  in Okinawa Island.(オキナワケナガ
ネズミの遺伝的個体群構造)

Hawai'i Conservation
Conference、27:76

2020.09.

42 ⼤⻄尚樹、今⽥⽇菜⼦(岩⼿県⽴
⼤)、⼀ノ澤友⾹(岩⼿県⽴⼤)

岩⼿県におけるイノシシの分布拡⼤の変遷と出没確率 ⽇本⽣態学会⼤会講演要旨
集、68:P2-018

2021.03.

43 ⼩井⼟凜々⼦(筑波⼤院)、加藤朱⾳
(筑波⼤院)、⼤⻄尚樹、NOBIS
Michael(ノビス ミッシェル・Swiss
Federal Institute)、津⽥吉晃(筑波
⼤)

ツキノワグマの遺伝構造および冷温帯林の過去の分布
シフトとの関係の評価・解明

⽇本⽣態学会⼤会講演要旨
集、68:P1-007

2021.03.

44 須崎智応(関東森林管理局森林技
術・⽀援センター)、富樫善弥(関東
森林管理局森林技術・⽀援セン
ター)、中⼭優⼦(関東森林管理局森
林技術・⽀援センター)、仲⽥昭⼀
(関東森林管理局森林技術・⽀援セ
ンター)、宮本和樹、太⽥敬之、池
⽥ 伸(元関東森林管理局)、鈴⽊和次
郎(元森林総研職員）

茨城県に存在するスギ⾼齢級⼈⼯林18年間の動態 関東森林学会⼤会講演要旨
集、10:造林43

2020.10.

45 太⽥敬之、酒井敦、⼤塚⽣美、⼩⾕
英司

北東北3県における直材の採れる広葉樹の特性 ⽇本森林学会⼤会学術講演
集、132:113(P-118)

2021.03.

46 正⽊隆、阿部真、直江将司、⼩池伸
介(東京農⼯⼤)、中島亜美(多摩動物
公園)、根本唯(福島県環境創造セン
ター)、⼭﨑晃司(東京農⼤)

Horizontal and elevational patterns of masting across
multiple species in a steep montane landscape from the
perspective of forest mammal management.(急峻な⼭
地帯における多種の結実豊凶の⽔平・標⾼パターン：
森林性哺乳類の管理の視点から)

Journal of Forest Research、
92-100

2020.04.
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47 直江将司、綱本良啓(北海道⽴総合

研究機構)、⼩池伸介(東京農⼯⼤)、
陀安⼀郎(総合地球環境学研究所)、
正⽊隆、加藤珠理、菊地賢、永光輝
義、原⼝岳(⼤阪府⽴環境農林⽔産
総合研究所)、⻑沼知⼦(東京農⼯⼤)

Does vertical seed dispersal by temperate mammal and
bird differ among mountains?(温帯の哺乳類と⿃類に
よる標⾼⽅向の種⼦散布は⼭地間で異なるか？)

ESA Annual Meeting
2020(2020年アメリカ⽣態学
会)、COS113、
https://eco.confex.com/eco/2
020/meetingapp.cgi/Paper/8
3519

2020.08.

48 直江将司 温暖化が進むなかで動物のタネまきが果たす役割 みどりの東北、198:5 2020.09.
49 ⻑岡信幸(⼭形県⽴⾃然博物園)、直

江将司、⾼野-増⾕優(⼭形県⽴⾃然
博物園)、酒井章⼦(京都⼤)

Green greenhouse: Leaf enclosure for fruit
development of an androdioecious vine.(緑の温室：ミ
ヤマニガウリにおける果実発達のための保護葉の形
成)

Proceedings of the Royal
Society B: Biological
Sciences(2020)、
287:20201718

2020.10.

50 栃⽊⾹帆⼦(東京農⼯⼤)、加藤珠
理、菊地賢、直江将司、⼩池伸介
(東京農⼯⼤)、永光輝義

Phenological shift along an elevational gradient and
dispersal of pollen and seeds for the maintenance of a
hybrid zone of two cherry tree species.(標⾼による季
節性のずれと花粉と種⼦の垂直散布がもたらすサクラ
交雑帯の維持機構)

Plant Species Biology、
36(2):230-245、
https://doi.org/10.1111/1442
-1984.12311

2021.01.

51 直江将司 種⼦散布 森林学の百科事典(⽇本森林
学会編・丸善出版、694⾴)、
94-95

2021.02.

52 直江将司 ⻑距離種⼦散布の⽅向性：標⾼・緯度・経度⽅向の種
⼦散布の役割と駆動因を考える

⽇本⽣態学会⼤会講演要旨
集、68:P2-098

2021.03.

53 KUROKAWA Hiroko(⿊川紘⼦)、
IIDA Yoshiko(飯⽥佳⼦)、NAOE
Shoji(直江将司)、OGURO
Michio(⼩⿊芳⽣)、HYODO
Fujio(兵藤不⼆雄・岡⼭⼤)、
NAKASHIZUKA Tohru(中静透)(浅
野透)

Ontogenetic changes in leaf trait associations across
woody species in a Japanese temperate forest.(⽇本の
温帯林樹⽊群集の形質間関係の⽣育段階変化)

⽇本⽣態学会⼤会講演要旨
集、68:G01-07

2021.03.

54 酒井敦 120年前に植栽されたカラマツ⼈⼯林の成⻑ 秋⽥の森林づくり、760:6-7 2020.06.
55 北原⽂章、酒井敦、⽶⽥令仁 ⽣分解性不織布ポットを⽤いたスギ・ヒノキ苗の植栽

後2年間の成⻑
⽇本森林学会誌、
102(4):263-269

2020.08.

56 伊藤武治、江崎功⼆郎(⽯川県農林
総合研究センター林業試験場)、⼩
⾕⼆郎(⽯川県農林総合研究セン
ター林業試験場)、酒井敦

⽵林駆除に使⽤される除草剤の残留と植⽣への影響評
価

景観⽣態学、25(2):177-183 2020.08.

57 稲垣善之、酒井敦 四国⽀所ヒノキ林における28年間の落葉特性 森林総合研究所四国⽀所年
報、61:22-27

2020.10.

58 奥村栄朗、酒井敦、奥⽥史郎 ニホンジカ森林被害共同試験地(滑床⼭・⿊尊⼭)にお
ける落葉広葉樹天然林のシカ剥⽪被害調査

森林総合研究所四国⽀所年
報、61:28-33

2020.10.

59 北原⽂章、酒井敦、⽶⽥令仁 ⽣分解性不織布ポットを⽤いた苗⽊の成⻑評価 応⽤森林学会⼤会研究発表要
旨集、71:13(A07)

2020.11.

60 酒井敦、齋藤智之、野⼝⿇穂⼦、伊
藤淳⼆(森林整備センター)、佐々⽊
誠(森林整備センター)、湯浅真(東北
育種場)、井上晃(東北育種場)、⾼橋
慶⼀(⽩⽯蔵王森林組合)

宮城県⽩⽯市の低密度植栽地におけるスギの10年間の
成⻑

⽇本森林学会⼤会学術講演
集、132:P-105

2021.03.
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61 富松裕史(⼭形⼤)、松尾歩(東北

⼤)、⾦⼦悠⼀郎(⼭形⼤)、⼯藤恵梨
(秋⽥県⽴⼤)、⾕⼝良太郎(⼭形
⼤)、齋藤智之、陶⼭佳久(東北⼤)、
蒔⽥明史(秋⽥県⽴⼤)

Spatial genet dynamics of a dwarf bamboo: Clonal
expansion into shaded forest understory contributes to
regeneration after an episodic die-off.(ササの空間的
ジェネット動態：⼀⻫開花後の更新に寄与するため被
陰下の林床に侵⼊するクローン拡⼤特性)

Plant Species Biology、1-
12、
(Version of Record online:03
May 2020)

2020.05.

62 SAKASHITA Wataru(坂下渉)、
MIURA Satoru(三浦覚)、AKAMA
Akio(⾚間亮夫・元森林総研職員)、
OHASHI Shinta(⼤橋伸太)、IKEDA
Shigeto(池⽥重⼈)、 SAITOH
Tomoyuki(齋藤智之)、KOMATSU
Masabumi(⼩松雅史)、
SHINOMIYA Yoshiki(篠宮佳樹)、
KANEKO Shinji(⾦⼦真司)

Assessment of vertical radiocesium transfer in soil via
roots.(根を介した⼟壌中の放射性セシウムの鉛直移動
の評価)

Journal of Environmental
Radioactivity、Volume 222、
106369、
https://doi.org/10.1016/j.jen
vrad.2020.106369

2020.08.

63 齋藤智之、横井秀⼀(岐⾩県⽴森林
⽂化アカデミー)、⼩⼭泰弘(⻑野県
林業総合センター)、伊藤哲(宮崎⼤)

ササの⽣理⽣態 森林学の百科事典(⽇本森林
学会編・丸善出版、704⾴)、
86-87

2021.01.

64 ⼋⽊橋勉、齋藤智之、野⼝⿇穂⼦、
櫃間岳(国際農林⽔産業研究セン
ター)

津軽地⽅のヒバ択伐林試験地における直径分布と材積
の100年間の推移

⽇本森林学会⼤会学術講演
集、132:P-124

2021.03.

65 ⾶⽥博順、柴⽥銃江、中静透、齋藤
智之、壁⾕⼤介(林野庁)、星野⼤
介、⼋⽊橋勉、中下留美⼦、今⽮明
宏(国際農研)、⼩野賢⼆、岡本透、
森貞和仁、平井敬三、⼩林政広、眞
中卓也

御嶽⼭の岩屑流跡地に更新したハンノキ属樹種の窒素
固定能の撹乱から35年⽬の評価

⽇本⽣態学会⼤会講演要旨
集、68:P2-168

2021.03.

66 野⼝⿇穂⼦ ⼟砂崩れが促す森林の世代交代 岩⼿の林業、750:6-7 2020.05.
67 太⽥和秀(秋⽥県⽴)、星野⼤介、野

⼝⿇穂⼦、星崎和彦(秋⽥県⽴)
多雪地の落葉樹林における冬季のリターフォールの年
間の落下量に対する割合と10年間の変動

⽇本植物学会⼤会学術講演
集、84:3aG03

2020.09.

68 本間千夏(秋⽥県⽴⼤院)、野⼝⿇穂
⼦、正⽊隆、⼋⽊橋勉、柴⽥銃江、
星崎和彦(秋⽥県⽴⼤)

岩⼿県内におけるマスティング周期のパターン(予報)
−ミズナラの林分間⽐較および数種の樹種間⽐較−

⽇本⽣態学会東北地区会講演
要旨集、65:講演05

2020.12.

69 野⼝⿇穂⼦、齋藤智之、酒井敦、
佐々⽊誠(森林整備センター東北北
海道整備局)、伊藤淳⼆(森林整備セ
ンター東北北海道整備局)、⻘⼭岳
彦(東北森林管理局森林技術・⽀援
センター)

植栽密度がスギ植栽⽊と周囲の植⽣の競合状態に及ぼ
す影響

⽇本森林学会⼤会学術講演
集、132:E3

2021.03.

70 久保⽥多余⼦、阿部俊夫、⼩川泰
浩、村上亘

釜淵森林理⽔試験地における間伐が融雪⽔量に及ぼす
影響

関東森林研究、71(1):105-
108

2020.03.

71 久保⽥多余⼦、野⼝正⼆、清⽔貴
範、細⽥育広、村上茂樹、壁⾕直
記、清⽔晃、阿部俊夫、坪⼭良夫、
⽟井幸治

宝川森林理⽔試験地観測報告−本流・初沢試験流域−
(1991年1⽉〜2000年12⽉)

森林総合研究所研究報告、
19(2):159-184

2020.08.  

72 阿部俊夫 森林の持つ濁⽔ろ過機能 岩⼿の林業、756:6-7 2020.11.
73 久保⽥多余⼦、野⼝正⼆、清⽔貴

範、阿部俊夫、清⽔晃、壁⾕直記、
延廣⻯彦、飯⽥真⼀、⽟井幸治、村
上茂樹、澤野真治、坪⼭良夫

宝川森林理⽔試験地観測報告−本流・初沢試験流域−
(2001年1⽉〜2010年12⽉)

森林総合研究所研究報告、
19(4):373-400

2020.12.
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74 阿部俊夫、野⼝正⼆ 開設年の異なる2つの作業道における間伐後3年間の濁

⽔流出量の推移
⽇本森林学会⼤会学術講演
集、132:PR0020

2021.03.

75 久保⽥多余⼦、⾹川聡、阿部俊夫 年輪セルロースの炭素同位体⽐から年蒸散量を復元す
る試み

⽇本森林学会⼤会学術講演
集、132:P-280

2021.03.

76 澤野真治、延廣⻯彦、⼭野井克⺒、
溝⼝康⼦、阿部俊夫

定⼭渓⻑期理⽔試験地における⽉流出量の⻑期的な傾
向に関する研究

⽇本森林学会⼤会学術講演
集、132:P-302

2021.03.

77 萩野裕章、猿⽥けい(静岡県) 静岡県浜松市の防潮堤上における植栽⽊の樹⾼と⾵況
影響

海岸林学会誌、19(1):3-9 2020.06.

78 ISHIZUKA Masahide(⽯塚正秀・⾹
川⼤)、KUROSAKI Yasunori(⿊崎
泰典・⿃取⼤)、HAGINO
Hiroaki(萩野裕章)、NANKO
Kazuki(南光⼀樹)、Gantsetseg
Batdelger(モンゴル⽔⽂気象環境情
報研究所)、YASUDA Yukio(安⽥幸
夫)、SUZUKI Satoru(鈴⽊覚)

Wind tunnel experiment on sand saltation splash by
using a high-speed camera.(⾵洞実験による⾼速度カ
メラを⽤いた⾶砂によるスプラッシュ現象の計測)

JpGU-AGU Joint Meeting
2020、MIS06-P04

2020.07.

79 萩野裕章、鈴⽊覚 秋⽥県割⼭海岸林の防災機能(Ⅱ)−海岸林と砂草の⾶
砂抑⽌機能に関する⼀考察

⽔利科学、375:84-108 2020.10.

80 萩野裕章 海岸林と砂草の⾶砂抑⽌機能について−観測結果を⽤
いた機能評価に関する⼀考察−

⽇本海岸林学会⽶⼦⼤会(オ
ンライン開催)講演要旨集(令
和2年度)、15-16

2020.11.

81 萩野裕章 静電容量による樹⽊根量の推定 ⽇本森林学会⼤会学術講演
集、132:P-320

2021.03.

82 浅野志穂、壁⾕直記、萩野裕章、⿊
川潮

森林伐採による斜⾯表層⽔分の降⾬応答の変化観測 ⽇本森林学会⼤会学術講演
集、132:P-289

2021.03.

83 ⼩野賢⼆ ⼈⼯⽣育基盤は津波に“ねばり”強い海岸防災林を育む
か？−⾼⽥松原に植えられたマツの根系調査から−

グリーン・エージ、557:8-11 2020.05.

84 MANAKA Takuya(眞中卓也)、
ONO Kenji(⼩野賢⼆)、
FURUSAWA Hitomi(古澤仁美)、
OGO Sumika(⼩河澄⾹)、MIURA
Satoru(三浦覚)

Chemical sequential extraction of O horizon samples
from Fukushima forests: assessment for degradability
and radiocesium retention capacity of organic
matters.(福島の森林の堆積有機物層試料に対する逐次
抽出: 有機物の分解性および放射性セシウムの保持能
の評価)

Journal of Environmental
Radioactivity、DOI:
10.1016/j.jenvrad.2020.10630
6

2020.06.

85 ⼩野賢⼆、野⼝宏典 津波に”ねばり”強い海岸林の再⽣に必要な⽣育基盤の
整備

森林総合研究所研究成果選集
2020(令和2年版)、4-5

2020.07.

86 ⼩野賢⼆、藤本潔(南⼭⼤)、諏訪錬
平(JIRCAS)、ROLLON Rene(フィ
リピン⼤)、BLANCO Ariel(フィリ
ピン⼤)、ALBANO Giannina
MARIE G.(フィリピン⼤)、CRUZ
Green ANN A.(フィリピン⼤)、
PRIMAVERA-TIROL Yasumin
H.(アクラン州⽴⼤)、MALIO
Ronald J.(アクラン州⽴⼤)、
BASINA Ryan M.(アクラン州⽴
⼤)、⾕⼝真吾(琉球⼤)、渡辺信(琉
球⼤)、平⽥泰雅、LIHPAI
Saimon(ミクロネシア連邦ポンペイ
州政府)、灘岡和夫(東⼯⼤)

Comparison of belowground root production of the
mangrove forestsin the Western Pacific Ocean islands
among tropical and subtropicalregions and mangrove
species.(⻄太平洋島嶼域マングローブ林における細根
⽣産量の地域間および群落間⽐較)

Proceedings of JpGU 2020、
HCG31-P03

2020.07.
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87 古川恵太(海つくり研究会)、藤本潔

(南⼭⼤)、⼩野賢⼆、渡辺信(琉球
⼤)、⾕⼝真吾(琉球⼤)、平⽥泰雅、
⽻佐⽥紘⼤(法政⼤)、諏訪錬平
(JIRCAS)、Lihpai Saimon(ミクロネ
シア連邦ポンペイ州政府)

マングローブ林における⼟砂輸送過程への海⾯上昇影
響の⼀考察

Proceedings of JpGU 2020、
HCG31-P02

2020.07.

88 藤本潔(南⼭⼤)、⼩野賢⼆、渡辺信
(琉球⼤)、⾕⼝真吾(琉球⼤)、古川
恵太(海つくり研究会)、平⽥泰雅、
⽻佐⽥紘⼤(法政⼤)、諏訪錬平
(JIRCAS)、Saimon Lihpai(ミクロネ
シア連邦ポンペイ州政府)

急激な海⾯上昇下にあるミクロネシアのマングローブ
林で今起こりつつあること−主要群落の地盤⾼変動と
Rhizophora stylosa 林の⽀柱根動態

Proceedings of JpGU 2020、
HCG31-P01

2020.07.

89 SUWA Rempei(諏訪錬平・
JIRCAS)、ONO Kenji(⼩野賢⼆・
14⼈中7番⽬)

Mangrove biomass estimation using canopy height and
wood density in the South East and East Asian
regions(林冠⾼および材密度から試算した東南アジア
および東アジア地域におけるマングローブ林のバイオ
マス)

Estuarine, Coastal and Shelf
Science、:106937

2020.08.

90 ONO Kenji(⼩野賢⼆)、NOGUCHI
Hironori(野⼝宏典)、NOGUCHI
Kyotaro(野⼝享太郎)、IMAYA
Akihiro(今⽮明宏、JIRCAS)、
UGAWA Yuichi(宇川裕⼀・千葉県
森林研)、KOMORIYA Akane(⼩森
⾕あかね・千葉県庁)、
TACHIBANA Ryuichi(橘隆⼀・東京
農⼤)、MURAKAMI Hisanori(村上
尚徳・岩⼿県林業技術センター)、
KIDA Kimihiro(⽊⽥公廣)、
KAWAHIGASHI Masayuki(川東正
幸・東京都⽴⼤)

Soil hardness regulates the root penetration by trees
planted on anthropogenic growing bases in coastal
forests in Japan: new endeavors to reforest the coastal
disaster prevention forests with high resilience for
tsunami.(海岸林の⼈⼯⽣育基盤の⼟壌硬度が植栽⽊
の根系伸張に及ぼす影響：⾼い津波減災能を持った海
岸防災林を再⽣するための新たな挑戦)

Journal of Soils and
Sediments、DOI
10.1007/s11368-020-02788-9

2020.10.

91 野⼝宏典、⼩野賢⼆、萩野裕章、鈴
⽊覚

盛⼟を伴い整備された海岸防災林の⽣育基盤の硬さが
クロマツの根の発達に及ぼす影響

グリーンインフラ・ネット
ワーク・ジャパン全国⼤会
(2020)、:B7

2020.11.

92 ⼩野賢⼆ ウルシ林造成のための植栽適地 森林技術、944:12-15 2020.12.
93 ⼩野賢⼆、⽵⽥宣明、宮本尚⼦ スギミニチュア採種園の⼟壌性状−採種園造成・管理

における施肥基準策定のための基礎情報−
森林総合研究所研究報告、
19(4):361-372

2020.12.

94 ⽮⼝岳樹(南⼭⼤)、藤本潔(南⼭
⼤)、平⽥泰雅、渡辺信(琉球⼤)、⽻
佐⽥紘⼤(法政⼤)、⼩野賢⼆、⾕⼝
真吾(琉球⼤)、古川恵太(海辺研究
所)、Saimon Lihpai(Pohnpei State
Government)

ミクロネシア連邦ポンペイ島におけるUAV画像およ
び⾼解像度衛星データを⽤いたマングローブ群落区分
図の作成と海⾯上昇に伴う表層侵⾷評価

⽇本マングローブ学会⼤会要
旨集、26:15

2020.12.
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96 MIYAMA Takafumi(深⼭貴⽂)、
MORISHITA Tomonori(森下智
陽)、KOMINAMI Yuji(⼩南裕志)、
NOGUCHI Hironori(野⼝宏典)、
YASUDA Yukio(安⽥幸⽣)、
YOSHIFUJI Natsuko(吉藤奈津⼦)、
OKANO Michiaki(岡野通明)、
YAMANOI Katsumi(⼭野井克⼰)、
MIZOUGUCHI Yasuko(溝⼝康
⼦)、TAKANASHI Satoru(⾼梨
聡)、KITAMURA Kenzo(北村兼
三)、MATSUMOTO Kazuho(松本
⼀穂・琉球⼤)

Increases in Biogenic Volatile Organic Compound
Concentrations Observed After Rains at Six Forest
Sites in Non-Summer Periods.(夏以外の時期に6森林
サイトにおいて降⾬後に観測された⽣物起源揮発性有
機化合物濃度の上昇)

Atmosphere、11(12):1381、
https://doi.org/10.3390/atmo
s11121381

2020.12.

97 森下智陽 ガス代謝、亜寒帯林への影響 森林学の百科事典、194-
195、608-609

2021.01.

98 深⼭貴⽂、⼭野井克⼰、溝⼝康⼦、
森下智陽、野⼝宏典、安⽥幸⽣、岡
野通明、⼩南裕志、吉藤奈津⼦、⾼
梨聡、北村兼三、松本⼀穂(琉球⼤)

森林内の揮発性有機化合物濃度の季節変動特性と気象
要因の関係性

⽇本農業気象学会全国⼤会講
演要旨集(2021)、ページ未定

2021.03.

KOGA Nobuhisa(古賀伸久・農研機
構)、SHIMODA Seiji(下⽥星児・農
研機構)、SHIRATO Yasuhito (⽩⼾
康⼈・農研機構)、KUSABA
Takashi(草場敬・農研機構)、
SHIMA Takeo(島武男・農研機構)、
NIIMI Hiroshi(新美洋・農研機構)、
YAMANE Tsuyoshi(⼭根剛・農研機
構)、AKABAYASHI Katsufumi(若林
勝史・農研機構)、NIWA Katsuhisa
(丹⽻勝久・ズコーシャ)、
KOHYAMA Kazunori(神⼭和則・農
研機構)、OBARA Hiroshi(⼩原洋・
農研機構)、TAKATA Yusuke(⾼⽥
裕介・農研機構)、KANDA
Takashi(神⽥隆・農研機構)、
INOUE Haruna(井上美那・農研機
構)、ISHIZUKA Shigehiro(⽯塚成
宏)、KANEKO Shinji(⾦⼦真司)、
TSURUTA Kenji(鶴⽥健⼆)、
HASHIMOTO Shoji(橋本昌司)、
SHINOMIYA Yoshiki (篠宮佳樹)、
AIZAWA Shuhei(相澤州平)、ITO
Eriko(伊藤江利⼦)、HASHIMOTO
Toru(橋本徹)、MORISHITA
Tomoaki(森下智陽)、NOGUCHI
Kyotaro(野⼝享太郎)、ONO
Kenji(⼩野賢⼆)、KATAYANAGI
Nobuko(⽚柳薫⼦)、ATSUMI
Kazuyuki(渥美和幸・早稲⽥⼤)

Assessing changes in soil carbon stocks after land use
conversion from forest land to agricultural land in
Japan.(⽇本の森林から農地への⼟地利⽤変化による⼟
壌炭素蓄積量の変化について)

Geoderma、377:114487 2020.11.95
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99 深⼭貴⽂、⼭野井克⼰、溝⼝康⼦、

安⽥幸⽣、森下智陽、野⼝宏典、岡
野通明、⼩南裕志、吉藤奈津⼦、⾼
梨聡、北村兼三、松本⼀穂(琉球⼤)

低温期における森林の揮発性有機化合物濃度の上昇要
因

⽇本森林学会⼤会学術講演
集、132:P-284

2021.03.

100 延廣⻯彦、⼭野井克⼰、溝⼝康⼦、
阿部俊夫

定⼭渓森林理⽔試験地観測報告(2013年1⽉〜2017年
12⽉)

森林総合研究所研究報告、
19(2):195-217

2020.06.

101 中⻄敦史、伊東宏樹、津⼭幾太郎、
延廣⻯彦、⽯橋聡、⾕村亮(北海道
森林管理局森林技術・⽀援セン
ター)、⼭本茂(北海道森林管理局森
林技術・⽀援センター)

広葉樹林における択伐および地がき施業が稚樹の更新
に与える影響

北⽅森林学会⼤会プログラ
ム、69:O-1

2020.11.

102 中⻄敦史、伊東宏樹、津⼭幾太郎、
延廣⻯彦、⽯橋聡、⾕村亮(北海道
森林管理局森林技術・⽀援セン
ター)、⼭本茂(北海道森林管理局森
林技術・⽀援センター)

広葉樹林における択伐および地がき施業が稚樹の更新
に与える影響

北⽅森林研究、69:17-20 2021.02.

103 延廣⻯彦、阿部俊夫 作業道開設を伴う間伐における作業道および間伐斜⾯
からの濁⽔流出

⽇本森林学会⼤会学術講演
集、132:P-305

2021.03.

104 ⾼橋裕史 痕跡の特定からはじめるニホンジカ対策 みどりの東北、194: 7 2020.05.
105 TAKESHITA M. Kazutaka（⽵下和

貴）（国環研）、KUBO O. Mugino
（久保⻨野）（東京⼤）、UENO
Mayumi（上野真由美）（道総
研）、ISHIZAKI Mari（⽯崎真理）
（東京農⼯⼤）、TAKAHASHI
Hiroshi（⾼橋裕史）、YOSHIDA
Tsuyoshi（吉⽥剛司）（酪農⼤）、
IGOTA Hiromasa（伊吾⽥宏正）
（酪農⼤）、IKEDA Takashi（池⽥
敬）（岐⾩⼤）and KAJI Koichi（梶
光⼀）（東京農⼯⼤）

Comparison of age-at-death patterns in the irruption
and post-population-crash phases of an introduced sika
deer (Cervus nippon ) population
（ニホンジカ導⼊個体群における爆発的増加期と⼤量
死後の死亡齢の⽐較）

Mammal Study、46(1):77-84 2021.01

106 ⼭⽥志穂(筑波⼤)、永⽥純⼦、津⽥
吉晃(筑波⼤)、松尾歩(東北⼤)、加
藤茜(筑波⼤)、兼⼦伸吾(福島⼤)、
⾼橋裕史、相川拓也、陶⼭佳久(東
北⼤)、津村義彦(筑波⼤)

分布最前線ニホンジカの個体群構造−mtDNAと
nDNAを⽤いた遺伝解析−

⽇本⽣態学会⼤会講演要旨
集、68:B02-03

2021.03.

107 升屋勇⼈、相川拓也、秋庭満輝、安
藤裕萌

⽇本産ヒゲナガカミキリ属3種に随伴するオフィオス
トマ科菌類

⽇本菌学会⼤会要旨、64:C-7 2020.06.

108 升屋勇⼈、市原優、相川拓也 ヒノキ・ヒバにおける漏脂病の原因菌Cistella japonica
の系統解析

樹⽊医学会⼤会要旨集、
25:P5

2020.11.

109 MAEHARA Noritoshi(前原紀敏)、
KANZAKI Natsumi(神崎菜摘)、
AIKAWA Takuya(相川拓也)、
NAKAMURA Katsunori(中村克典)

Potential vector switching in the evolution of
Bursaphelenchus xylophilus group nematodes
(Nematoda: Aphelenchoididae).(マツノザイセンチュ
ウ近縁種群の進化過程において媒介者の乗り換えが起
こった可能性)

Ecology and Evolution、
10(24):14320-14329

2020.12.

110 相川拓也 ヒノキの種⼦を吸汁したのは誰？−加害カメムシ特定
に向けた分⼦⽣物学的⼿法の開発−

森林総合研究所東北⽀所年報
(令和2年版)、61:5

2020.12.
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111 川⼝エリ⼦(⿅児島県森林技術総合

センター)、⽶森正悟(⿅児島県森林
技術総合センター)、江崎功⼆郎(⽯
川県農林総合研究センター林業試験
場)、相川拓也、前原紀敏、⼩澤壮
太、中村克典

薬量やシート破損状況が異なる松くい⾍くん蒸処理で
のMITC濃度と殺⾍効果

⽇本森林学会⼤会学術講演
集、132:P-350

2021.03.

112 安佛尚志(産総研・早⼤OIL)、⻄川
洋平(産総研・早⼤OIL)、⼩川雅⼈
(産総研・早⼤OIL)、井⼿圭吾(産総
研・早⼤OIL)、相川拓也、⽵⼭春⼦
(産総研・早⼤OIL)

微⼩液滴を⽤いたシングルセル技術による難培養性昆
⾍共⽣細菌の全ゲノム解析

⽇本応⽤動物昆⾍学会⼤会講
演要旨集、65:41(D116)

2021.03.

113 渡邊和代(農研機構)、⾼務淳、相川
拓也、粥川琢⺒(農研機構)

マツノマダラカミキリ由来培養細胞の樹⽴ ⽇本応⽤動物昆⾍学会⼤会講
演要旨集、65:93(PG20)

2021.03.

114 OZAWA Sota(⼩澤壮太)、
MAEHARA Noritoshi(前原紀敏)、
AIKAWA Takuya(相川拓也)、
YANAGISAWA Kenichi(柳澤賢⼀・
⻑野県林業総合センター)、
NAKAMURA Katsunori(中村克典)

Occurrence of two species of Bursaphelenchus
(Nematoda: Aphelenchoididae) in the reproductive
organs of Monochamus saltuarius  (Coleoptera:
Cerambycidae).(カラフトヒゲナガカミキリ⽣殖器官
におけるBursaphelenchus 属線⾍2種の⽣息)

Nematology、
23:https://doi.org/10.1163/1
5685411-bja10054

2021.03.

115 ⼩澤壮太、中村克典、前原紀敏 マツノキクイムシに寄⽣するParasitorhabditis 属線⾍
のマツノマダラカミキリへの接種の試み

東北森林科学会誌、26:13-19 2021.03.

116 ⼩澤壮太、中村克典、前原紀敏 マツノキクイムシ寄⽣性線⾍のマツノマダラカミキリ
への寄⽣性の検討

⽇本森林学会⼤会学術講演
集、132:L9

2021.03.

117 HAMAGUCHI Takahiro(浜⼝昂
⼤・中部⼤)、SAWANOMUKAI
Daiki(澤之向⼤希・中部⼤)、SATO
Kazuki(佐藤⼀輝・
理化学研究所)、OZAWA Sota(⼩澤
壮太)、KALAISELVI
Duraisamy(Bharathiar⼤)、
HASEGAWA Koichi(⻑⾕川浩⼀・
中部⼤)

The insecticidal activity of an entomopathogenic
nematode Heterorhabditis bacteriophora  and its
symbiotic bacterium Photorhabdus luminescens
against Periplaneta  and Blattella
cockroaches.(Periplaneta 属及びBlattella 属ゴキブリに
対する、昆⾍病原性線⾍Heterorhabditis
bacteriophora と共⽣細菌Photorhabdus luminescens
の殺⾍活性)

Nematological Research、
50(2):27-33

2021.03.

118 久保島吉貴、⼤村和⾹⼦、外崎真理
雄、橋⽥光、⽥端雅進

ウルシ材の材料特性 ⽊材⼯業、75(9):373-378 2020.09.

119 加藤春流(九州⼤)、⽥村美帆(九州
⼤)、⽥端雅進、渡辺敦史(九州⼤)

漆⽣産の効率化に向けたウルシ遺伝情報の整備 九州森林学会⼤会研究発表プ
ログラム、76:601

2020.10.

120 ⽥端雅進 国産漆の増産を⽬指して−⽇本の伝統⽂化を継承する
ために−

森林技術、944:2-6 2020.12.

121 ⽥端雅進 ウルシ林造成に向けた保育管理と病⾍獣害防除 森林技術、944:16-19 2020.12.
122 ⽥端雅進 萌芽更新資料 ⽇本漆アカデミー報告書

2020、9-10
2021.01.

123 松尾晶穂(東京⼤)、松下範久(東京
⼤)、⽥端雅進、福⽥健⼆(東京⼤)

ウルシ種⼦の発芽促進処理法の改善 ⽇本漆アカデミー報告書
2020、:17

2021.01.

124 TAKANO Mariko(⾼野⿇理⼦)、
NAKAMURA Masaya(中村雅哉)、
TABATA Masanobu(⽥端雅進)

Comprehensive analysis of the isozyme composition of
laccase derived from Japanese lacquer tree,
Toxicodendron vernicifluum .(⽇本産漆
Toxicodendron vernicifluum 由来のラッカーゼアイソ
ザイム組成の包括的分析)

Journal of Wood Science、
67:9、doi:10.1186/s10086-
021-01943-1

2021.01.

125 ⽥端雅進 良質な漆の⽣産とウルシ材の利⽤を⽬指す健全なウル
シ林の造成

グリーン・エージ、48(2):24-
28

2021.02.
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126 磯野昌弘 ハルニレの若葉に⽕膨れ様褐変被害をひきおこす潜葉

⾍，ニレヒメハムグリハバチ(ハチ⽬：ハバチ科)の⽣
活史と形態

⽇本応⽤動物昆⾍学会誌、
64:55-64

2021.05.

127 TAN Jiaze（筑波⼤）・⽴花敏（筑
波⼤）・道中哲也

⾮線形モデルを⽤いた森林資源のU字型仮設の検証−
中国を事例にー

林業経済、73（4）、1-14 2020.07.

128 道中哲也 製材⼯場における製材⽤原⽊の価格と⼊荷量と在庫量
との関係の時系列分析

林業経済学会秋季⼤会(オン
ライン開催)学術講演集
(2020)、106-109

2020.12.

129 道中哲也・⼤塚⽣美・御⽥成顕 北東北三県における製材⼯場の素材在庫量変動の分析 ⽇本森林学会⼤会学術講演
集、132:162(P-003)

2021.03.

130 ⼩柳知代(東京学芸⼤)、松浦俊也、
古川拓哉、⼩⼭明⽇⾹

農⼭村における野⽣⽣物資源利⽤の年表作成を通した
地域知の保全と活⽤

⽇本造園学会全国⼤会講演要
旨集(2020)、46

2020.05.

131 橋本昌司、今村直広、⾦⼦真司、⼩
松雅史、松浦俊也、仁科⼀哉(国⽴
環境研究所)、⼤橋伸太

森林内の放射性セシウムの動きを予測する 森林総合研究所研究成果選集
2020(令和2年版)、9-10

2020.07.

132 IMAMURA Naohiro(今村直広)、
MATSUURA Toshiya(松浦俊也)、
AKAMA Akio(⾚間亮夫・元森林総
研職員)、 IKEDA Shigeto(池⽥重
⼈)、KOBAYASHI Masahiro(⼩林政
広)、MIURA Satoru(三浦覚)、
SHINOMIYA Yoshiki(篠宮佳樹)、
KANEKO Shinji(⾦⼦真司)

Temporal changes in the spatial patterns of air dose
rate from 2012 to 2016 at forest floors in Fukushima,
Japan.(福島県の森林林床における2012年から2016年
までの空間線量率の空間分布の時系列変化)

Journal of Environmental
Radioactivity、222:106377

2020.08.

133 松浦俊也 広域測量の実⾏可能性からみたUAV-SfMと空中写真
測量と航空レーザ測量の⽐較

関東森林学会⼤会講演要旨
集、10:15

2020.10.

134 松浦俊也 ⼭菜とキノコがもたらす森の恵み、共有林における⼭
菜・キノコの分布と利⽤

只⾒とっておきの話Ⅱ(北⽇
本印刷株式会社、295⾴)、
86-87、276-278

2020.11.

135 ⼭浦悠⼀、佐野真、⾼⼭範理、佐藤
保、滝久智、橋本昌司、⽟井幸治、
村上亘、南光⼀樹、伊藤江利⼦、⼋
巻⼀成、松浦俊也、⾼橋正義、⼭⽥
祐亮、都築伸⾏、⼾⽥堅⼀郎(⻑野
県林業総合センター)、齋藤仁(関東
学院⼤)

地域に応じた森林管理に向けた多⾯的機能の総合評価
⼿法の開発−森林管理の将来像を描くために−

第4期中⻑期計画成果(持続的
林業-6)、:33

2020.11.

136 MATSUURA Toshiya(松浦俊也) Assessment of potentially reusable edible wild plant
and mushroom gathering sites in eastern Fukushima
based on external radiation dose.(福島県東部における
外部被ばく線量に基づく⼭菜・きのこ採集地の再利⽤
可能性の評価)

Journal of Environmental
Radioactivity、
https://doi.org/10.1016/j.jen
vrad.2020.106465

2020.12.

137 松浦俊也 ⽣態系サービスの視点から天然特⽤林産物を捉える 北⽅林業、72(1):1-4 2021.01.

138 松浦俊也、齋藤暖⽣(東京⼤)、江原
誠

森林の恵み、特⽤林産物 森林学の百科事典、356-
357、358-359

2021.01.

139 江原誠、齋藤暖⽣(東京⼤)、松浦俊
也

⾮⽊材林産物 森林学の百科事典、360-361 2021.01.

140 松浦俊也 原発事故が⼭村の暮らしに与えた影響と回復への⾒通
し

 森林科学、91:16-18 2021.02.

141 ⼩柳知代(東京学芸)、松浦俊也、古
川拓哉、⼩⼭明⽇⾹

只⾒町における野⽣植物資源利⽤に関する地域知の若
年層による保有状況調査

「⾃然⾸都・只⾒」学術調査
研究成果発表会要旨(令和2年

 度)、発表番号4 

2021.02.
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142 御⽥成顕 ⽇本国内における無断伐採の発⽣要因とその対策 ⽊材情報、349:1-4 2020.06.
143 百村帝彦(九州⼤)、許思寒(九州

⼤)、御⽥成顕
中国・剣⾨関観光景区の本格整備に伴う地域住⺠の⽣
業への影響

⽇本森林学会誌、
102(4):232-238

2020.08.

144 佐藤⾠郎(九州⼤)、髙⽥亜沙⾥(九州
⼤)、井⼿淳⼀郎(千歳科技⼤)、
M.A.Isa(バンドゥン⼯科⼤)、御⽥成
顕、Y.F.Tjia(AHB)、⾼⽥浩志(九州
⼤)、P.Sudjono(バンドゥン⼯科
⼤)、島⾕幸宏(九州⼤)

インドネシア遠隔農村における⼩⽔⼒発電所導⼊後の
維持管理に関する変遷：電⼒需給状況と運営の実態

⽔⽂・⽔資源学会誌、
33(5):212-221

2020.09.

145 細⾕忠嗣(九州⼤)、⽥中求(九州
⼤)、藤原敬⼤(九州⼤)、布施健吾
(九州⼤)、太⽥徹志(九州⼤)、鈴⽊
⼤(九州⼤)、御⽥成顕、百村帝彦(九
州⼤)、荒⾕邦雄(九州⼤)、岩永史⼦
(九州⼤)、村上貴弘(九州⼤)、杉原
創(九州⼤)、⿊江美紗⼦(九州⼤)、
杉本めぐみ(九州⼤)、⽮原徹⼀(九州
⼤)

九州⼤学「持続可能な社会を拓く決断科学⼤学院プロ
グラム」環境モジュールにおける屋久島実習の活動成
果と今後の課題：6年間を振り返って

屋久島学、7:114-120 2020.12.

146 冨澤奏⼦(⼤牟⽥市動物園)、御⽥成
顕

動物園職員による⾼等学校での性教育の有効性の検討 ⽇本動物園⽔族館教育研究会
ウェブ⼤会講演集、61:13

2021.01.

147 YAHARA Tetsukazu(⽮原徹⼀・九
州⼤)、TANAKA Wataru(⽥中亘・
⻑崎⼤)、INOUE Yukako(井上裕⾹
⼦・⾼知⼯科⼤)、Lee Jounghun(九
州⼤)、QIAN Kun(九州⼤)、
JAVADI Firouzeh(九州⼤)、ONDA
Nariaki(御⽥成顕)、YOKOTA
Fumihiko(横⽥⽂彦・九州⼤)、
EGUCHI Kumi(江⼝久美・九州
⼤)、NISHIKITANI Mariko(錦⾕ま
りこ・九州⼤)、KIKUCHI
Kimiyo(菊池君代・九州⼤)、
KAWASAKI Akira(川崎修良・⻑崎
県⼤)、JEONG Yukyong(九州⼤)、
IDE Jun'ichiro(井⼿淳⼀郎・千歳科
技⼤)、OTA Tetsuji(太⽥徹志・九
州⼤)、FUJIWARA Takahiro(藤原敬
⼤・九州⼤)、HOSOYA
Tadatsugu(細⾕忠嗣・九州⼤)、
KANO Yuichi(⿅野雄⼀・九州⼤)、
SUGIMOTO Megumi(杉本めぐみ・
九州⼤)、AHMED Ashir(九州⼤)、
SHIMATANI Yukihiro(島⾕幸宏・
九州⼤)、TOKUNAGA Shota(徳永
翔太・九州⼤)、NAGAHAMA Ai(⻑
濱藍・九州⼤)、HIRAMATSU
Michikazu(⽐良松道⼀・九州⼤)、
MURAKAMI Takahiro(村上貴弘・
九州⼤)

Decision science for cuture earth: a conceptual
framework(フューチャー・アースのための決断科学：
概念的枠組み)

Decision Science for Future
Earth: theory and practice,
Springer.(フューチャー・
アースのための決断科学：理
論と実践)、3-64

2021.02.
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148 HANAMATSU Yasunori(花松泰

倫・九州国際⼤)、FUJIWARA
Takahiro(藤原敬⼤・九州⼤)、
ONDA Nariaki(御⽥成顕)、SATO
Tatsuro(佐藤⾠郎・九州⼤)、
YAMASHITA Tomomi(⼭下奉海・
九州⼤)、YOKOTA Fumihiko(横⽥
⽂彦・九州⼤)

How Can We Develop a Co-design, Co-production,
and Co-delivery Process Toward a Sustainable Local
Society?: Comparative Study on Transdisciplinary
Research Projects(持続可能な地域社会のための協働
をどのように構築するか？：超学際研究プロジェクト
の⽐較研究)

Decision Science for Future
Earth: theory and practice,
Springer.(フューチャー・
アースのための決断科学：理
論と実践)、ページ未定

2021.02.

149 FUJIWARA Takahiro(藤原敬⼤・九
州⼤)、ONDA Nariaki(御⽥成顕)

Conflict of Legitimacy over Tropical Forest Lands:
Lessons for Collaboration from the Case of Industrial
Tree Plantation in Indonesia(熱帯林の⼟地をめぐる正
当性の相克：インドネシアにおける産業植林を事例と
して)

Decision Science for Future
Earth: theory and practice,
Springer.(フューチャー・
アースのための決断科学：理
論と実践)、ページ未定

2021.02.

150 御⽥成顕、知念良之(東京⼤)、尾分
達也(宮崎⼤)、奥⼭洋⼀郎(⿅児島
⼤)

⼩規模⼭林所有が素材⽣産と⽴⽊売買に与える影響：
宮崎県南部および北部の⽐較から

林業経済、ページ未定 2021.03.

151 加反真帆(京都⼤院)、御⽥成顕、増
⽥美砂(筑波⼤)

住⺠協働森林管理システムによるコーヒー・アグロ
フォレストリーの成⽴要因と地域社会へ与えた影響：
インドネシア⻄ジャワ州バンドゥン県の事例

アジア・アフリカ地域研究、
20(2):ページ未定

2021.03.

152 FUJIWARA Takahiro(藤原敬⼤・九
州⼤)、ONDA Nariaki(御⽥成顕)

Lessons for stakeholders' collaborations in
transdisciplinary research: Case of Indonesian
industrial tree plantation.(超学際研究における利害関
係者の協働からの⽰唆：インドネシアの産業植林を事
例として)

⽇本森林学会⼤会学術講演
集、132:T3、⾴未定

2021.03.

153 ⼤塚⽣美 森林ファンド ⽥中和博，吉⽥茂⼆郎，
⽩⽯則彦，松村直⼈編著「森
林計画学⼊⾨」朝倉書
店:131-132

2020.04.

154 ⼤塚⽣美 森林信託の意義と森林組合への期待 森林信託ガイド（農林中央⾦
庫）:9-10

2020.09.

155 ⼤塚⽣美 多様な林業経営による林地の価値向上に向けて：「広
葉樹並材」の着想

杣径、12⽉号：12-16 2020.12.

156 ⼤塚⽣美・御⽥成顕・道中哲也 林業労働⼈⼝縮⼩下における林業⽣産活動の展望と課
題：岩⼿県を事例として−

林業経済学会 2020 年秋季⼤
会
（オンライン開催）、学術講
演集：17-18

2020.12.

157 ⼤塚⽣美 SDGs時代の⽊材産業：ESG課題を経営戦略にどう組
み込むか？

林業経済、70（3）:18-21 2021.01.

158 ⼤塚⽣美 森林経営管理制度下の経営管理実施権を巡る初動：岩
⼿県を事例として

⽇本森林学会⼤会学術講演
集、132:95(A13)

2021.03.

159 ⼤塚⽣美 ⼊会林野研究第40号を拝読して ⼊会林野研究(中⽇本⼊会林
野研究会)、41:64-68

2021.03.

160 ⼤塚⽣美 「緑の雇⽤」と林業のICT化−岩⼿県の事例− 「緑の雇⽤」事業の評価に関
する調査報告書(全国森林組
合連合会)(令和2年度)、94-
111

2021.03.
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２ 令和２年度の広報活動の記録 

 

２－１）ラジオ番組「東北のもり」の放送 

 森林総合研究所東北支所、林木育種センター東北育種場、森林整備センター東北・北

海道整備局盛岡水源林事務所では、例年 10 月に東北支所で一般公開・公開講演会を実施

していましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和２年度は一般公開・公

開講演会を中止し、代替として地元の FM ラジオ放送（FM 岩手「夕刊ラジオ」毎月第２火

曜日 16:30～『東北のもり』－提供：森林研究・整備機構－）による研究・業務紹介を、

半年間６回にわたり実施しました。 

  

各月の放送内容・担当は以下の通りです。 

令和２年 10 月 13 日 「天然秋田スギ林の昔と今」 

東北支所 森林生態研究グループ 

グループ長 太田 敬之 

         11 月 10 日 「増える広がるニホンジカ」 

東北支所 生物多様性研究グループ 

グループ長 高橋 裕史 

     12 月 ８日 「森の樹木の世代交代のしくみ」 

東北支所 育林技術研究グループ 

主任研究員 野口 麻穂子 

令和３年  １月 12 日 「マツ枯れに強いマツをつくる」  

                                      東北育種場 育種研究室 

                   室長 井城 泰一 

      ２月 ９日 「震災から 10 年：海岸林復興の道のり」 

東北支所 森林環境研究グループ 

主任研究員 小野 賢二 

      ３月 ９日 「岩手の水源林を育む‐水源林造成事業の取組や効果-」 

盛岡水源林事務所 

所長 石垣 浩司 

 

 研究・業務内容を一般のリスナーにできるだけわかりやすく伝えるため、入念なリハ

ーサルを行って放送に臨みました。放送はパーソナリティとの対話形式で進められ、生

放送で撮り直しのきかない一発勝負の緊張感はありましたが、一般の方に言葉だけで研

究や業務の内容が伝わるやりとりになるよう努めました。各放送終了後には、リスナー

から「興味を持った。」、「毎回勉強になる。」などの好意的な感想が寄せられ、マスコミ

による取材も受けました。 

 

 

２－２）令和２年度岩手県林業技術センター・森林総合研究所東北支所・東北育種場合同

成果報告会 

○開催期日：令和３年２月１０日（水曜日）１０：００～１６：２０ 

○開催場所：岩手教育会館 ホールＡ 

○研究発表課題（東北支所分） 

  ・「ニホンジカ・カモシカ識別キットを活用したシカの越冬地探索」 

生物被害研究グループ長  相川 拓也 
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           ・「製材工場における原木の入荷量，在庫量と価格の関係性解析」 

          森林資源管理研究グループ長  道中 哲也 

○来場者 ９０名 

 

 

 

[東北支所職員 発表要旨] 

            ニホンジカ・カモシカ識別キットを活用したシカの越冬地探索 

生物被害研究グループ長  相川 拓也 

 

シカは日本を代表する大型野生動物である。このシカが、今、日本全国で急激に増え

ている。環境省の資料によると、1989年に約30万頭だったシカの頭数は、2016年にはそ

の10倍近い約270万頭にまで達しており（北海道を除く）、日本各地で農業被害や林業被

害を引き起こしている。東北地方も例外ではなく、1970年代に岩手県と宮城県の一部に

しか存在しなかったシカが、2000年頃から急激な増加を見せ、今では秋田県や青森県な

ど北東北でも目撃されるようになってきた。今後の生息域の拡大、および農林業への影

響が懸念されている。 

これまでのシカ対策では、シカの密度が急増し被害が激甚化して初めて本格的な対策

に乗り出すのが常であった。しかしながら、増えてしまったシカを減らすことは容易で

はなく、対策の効果が十分に得られないケースが多々見られる。このことから、シカが

増えてからではなく、増える前の密度が低い段階で対策を講じることの重要性が最近に

なり認識されるようになってきた。北東北のシカ密度は西日本などの激害地と比較する

とまだまだ低い状態であることから、頭数が少ない今のうちに効果的な対策を講じる必

要がある。 

我々は、シカの密度が低い段階での有効な対策の1つとして、シカが冬の間、雪や北風

などの厳しい環境を回避して集まる場所、すなわち“越冬地”を探し出し、その越冬地

での効率的な捕獲を目指している。越冬地を特定するための手段として、シカにとって

冬期間の主要な餌となるササに注目し、大規模にササが食べられている場所の探索を行

っている。しかし、冬場のササはシカだけでなく、同じ大型哺乳類として知られるカモ

シカにとっても好適な餌となるため、ササの食痕を発見したとしても、それがシカの痕

跡であるかどうかは見た目では判断できない。そこで我々は、糞や食痕などの痕跡に残

るDNAから両者を特定できる“ニホンジカ・カモシカ識別キット”を活用した調査を展開

している。今回の発表では、ササの食痕を利用したシカの越冬地特定のための解析方法

について報告する。 

 

製材工場における原木の入荷量、在庫量と価格の関係性解析 

森林資源管理研究グループ長  道中 哲也  

 

製材工場における原木の入荷量、在庫量と価格の管理は、工場の経営利益に大きな影

響を与えるだけでなく、工場の持続的な経営にも関わっており、重要な課題である。し

かしながら、この分野の定量分析の事例は少ない。年次データを用いた原木の需給均衡
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モデルでは、入荷量を需給量と見なしており、在庫量の変化は扱われないことが多い。

月次データの需給モデルでは、一期前の原木在庫が需要関数の先決変数として扱われて

きた。しかし、価格や入荷量の在庫量への影響は分析されていない。また、期首在庫量

はその期の供給となる一方、期末在庫量は次期の需要としての側面をもつが、これが需

給モデルでは検討されていない。本研究では、被説明変数と説明変数の両方のラグ（時

間遅れの効果）を説明変数に含む、時系列分析の自己回帰分布ラグ（ARDL）モデルを構

築して、入荷量、在庫量と原木価格の関係を定量的に解明することを目的とする。 
本研究は、スギ材生産量が多く、製材工場におけるスギ原木の割合の高い（約95%：2019

年）秋田県を対象とした。データについては、2005年1月から2020年10月までの製材用ス

ギ丸太価格、製材工場の原木入荷量、在庫量、消費量、製材品価格及び月間降雨量デー

タを用いた。データの出典は農林水産省の「木材価格統計調査」、「木材統計調査」、

秋田県農林水産部林業木材産業課の「秋田県製材製品価格」と気象庁の「過去の気象デ

ータ」である。 
各変数に対して、単位根検定を行なった。単位根検定の際に、ラグの次数は赤池情報

量基準（AIC）で決定した。バウンド検定を行って、入荷量、消費量、在庫量、価格との

間に長期的な均衡関係があったことを確認した。最後に、入荷量、在庫量、価格の以外

に、消費量、製材品価格、月間降雨量、月次ダミー変数を加えて、入荷量、在庫量、価

格のそれぞれについてモデルを構築した。 
その結果、秋田県の製材工場においては、入荷量と在庫量を決める際に消費量が優先

され、価格の影響は弱いこと、また、入荷量と在庫量の価格への影響は弱いということ

が明らかとなった。 
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３ 令和２年度の会議等の記録 

 

３－１）業務報告会 

令和２年度東北支所業務報告会は、令和２年１２月１７日（木）～１８日（金）に森林総合研究

所東北支所大会議室において実施した。 
 

３－２）東北地域評議会 

外部有識者に評議員を委嘱し、東北支所及び東北育種場の令和２年度研究運営全般について概要

を説明し、広い視野と専門的立場から意見、助言をいただいた。 
 
○日時・場所 

   令和３年２月１６日（火）１４：００～１６：３０ 

   東北支所 大会議室 
○評議委員 

間島 重道 東北森林管理局 森林整備部長 

川村 冬子 株式会社イワリン経営企画部 次長 
國崎 貴嗣 岩手大学農学部 准教授  

○出席者 
   ＜東北支所＞ 

梶本卓也（支所長）                中村克典（産学官民連携推進調整監） 

大貫靖浩（地域研究監）              渡邊謙一（総務課長） 
砂子田渉（総務課課長補佐）            小谷英司（チーム長（地域資源利用担当）） 
野口享太郎（チーム長（根系動態研究担当））  大西尚樹（チーム長（動物生態遺伝担当）） 
太田敬之（森林生態研究グループ長）       酒井 敦（育林技術研究グループ長）        
阿部俊夫（森林環境研究グループ長）       高橋裕史（生物多様性研究グループ長）       
相川拓也（生物被害研究グループ長）      道中哲也（森林資源管理研究グループ長） 
佐藤 温（地域連携推進室長）         

＜東北育種場＞ 

田中直哉（場長）                 谷口 亨（育種課長） 

矢野慶介（育種課育種研究室主任研究員）     久保田権（遺伝資源管理課長） 

＜森林整備センター東北北海道整備局＞ 

  相澤喜浩（局長） 

  石垣浩司（盛岡水源林整備事務所長） 

○評議会の概要 

１）東北支所における研究運営状況の報告 

     以下の資料を基に令和２年度の研究運営状況について概要説明を行った。 
[配布資料]：令和２年度東北支所活動一覧 

令和２年度東北支所産学官民連携 
令和２年版支所年報 
フォレストウィンズ(No.81～84) 
交付金プロジェクト研究成果 No.81 津波に“ねばり”強い海岸林を再生するために 
東北のもり「10 月～3 月」 
岩手県林業技術センター合同成果報告会プログラム及び講演要旨 

 
２）令和２年度地域研究について 

     以下の研究内容について、概要説明を行った。 
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＊海岸林再生に関する研究 

 「森林の災害防止機能高度利用技術の開発」 

「防潮堤盛土へ海岸防災林を造成する技術開発」 

＊低コスト再造林および広葉樹利用に関する研究 

 「成長に優れた苗木を活用した施業体系の開発」 

 「広葉樹利用に向けた林分の資産価値および生産コストの評価」 

＊森林病虫獣害に関する研究 

 「野生鳥獣拡大に係る気候変動等の影響評価」 

「変容する松くい虫対策技術を反映した新たな防除マニュアル」 

＊その他の研究課題 

「生態系サービスの定量的評価技術の開発」 

「森林における物質・エネルギーの蓄積・輸送パラメタリゼーションの高度化と精緻化」 

 
３）林木育種センター東北育種場における活動の概要 

     以下の資料を基に令和２年度の活動概要について説明を行った。 
[配布資料]：令和２年度東北育種場活動の概要 

         東北の林木育種（No.224～No.226＋臨時号） 
   

４）令和元年度評議員講評に対するその後の取り組み 
     前年度評議員講評に対するその後の支所及び林木育種センター東北育種場の取り組みについ

て説明を行った。 
 
５）研究成果紹介 

以下４課題の研究成果について発表を行った。 
 ・「低コスト初期保有技術の開発」 

東北支所育林技術研究グループ長     酒井 敦 
・「東北での森林と水に関する長期観測」 

   東北支所森林環境研究グループ長      阿部 俊夫 
・「変容する松くい虫対策技術を反映した新たな防除マニュアル」 

東北支所産学官民連携推進調整監       中村 克典 
・「東北地方におけるオノエヤナギの採穂木の管理技術とさし木技術の高度化」  

東北育種場育種課育種研究室主任研究員  矢野 慶介 
東北育種場育種課長           谷口 亨 

 
６）評議員講評 

間島 重道 氏 

川村 冬子 氏 
國崎 貴嗣 氏 
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Ⅱ 業 務 運 営 資 料



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．  



１ 組 織

令和3年3月31日現在 (再雇用、任期付研究員含む)

東北支所長 １名

産学官民連携推進調整監 １名

育種調整監（併任）

地域連携推進室長 １名 一 般 専 門 員 ２名 研 究 専 門 員 １名

研究情報専門職（欠員）

業 務 係 １名

総 務 課 長 １名 一 般 専 門 員 １名

課 長 補 佐 １名

庶 務 係 ２名

会 計 係 １名

用 度 係 １名

地域研究監 １名

チーム長（地域資源利用担当) １名

チーム長（根系動態研究担当) １名

チーム長（動物生態遺伝担当) １名

森 林 生 態 研 究 グ ル ー プ ２名

育 林 技 術 研 究 グ ル ー プ ３名

森 林 環 境 研 究 グ ル ー プ ５名

生物多様性研究グループ ２名

生 物 被 害 研 究 グ ル ー プ ４名 （内任期付研究員 １名、内研究専門員 ２名）

森林資源管理研究グループ ４名 （内研究専門員 １名）

職 員 数 ３８名 (育種調整監除く）

一般職員 １１名（内再雇用一般専門員３名）

研究職員 ２７名（内再雇用研究専門員４名・任期付研究員１名）
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２ 施設・試験地等

２－１）土地・施設

建物・敷地面積 (単位：㎡)

延床面積 敷 地
区 分

建 物 建 物 試験施設 実 験 林 樹 木 園 苗 畑 他 計

東北支所 5,326 16,305 2,932 49,513 12,531 37,581 14,538 133,400

山形実験林 295 3,593 4,457 176,092 0 0 27,748 211,890

森林理水試験地(※１) (553) (553)
表流水観測施設(※１) (9) (9)

（ ）書きは借地。※１山形森林管理署最上支署国有林。

主な施設

名 称 面 積 所 属

育林実験棟 495 ㎡ 共 通
ブナ帯環境変動解析棟 351 〃
粗試料調整測定室 142 〃
共同実験室 101 〃
雪害特殊実験棟 339 森林生態研究グループ・育林技術研究グループ
鳥獣実験室 323 生物多様性研究グループ
森林防疫実験棟 222 生物被害研究グループ
林地保全実験室 64 森林環境研究グループ
ガラス室 111 森林生態研究グループ
温 室 68 〃
隔離温室 76 生物被害研究グループ
共同実験室（山形実験林） 295 共 通
安比二酸化炭素動態観測施設
（観測小屋） 21 共 通

２－２）共同研究に利用できる機器

○ DNA シーケンサー

［性能概要］パーキンエルマー社 310-2
DNA の塩基配列の決定及びマイクロサテライト分析に用いる。
共同研究に利用できる機器として登録している。

［担 当］チーム長(動物生態遺伝担当)
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○ 軟 X 線発生装置

［性能概要］ソフテックス製 CMBW-2
樹木種子・木材等の非破壊検査に用いる。
共同研究に利用できる機器として登録している。

［担 当］育林技術研究グループ

○ 全窒素・全炭素測定装置

［性能概要］住化分析センター製スミグラフ NC-22F
植物体・土壌の窒素炭素分析に用いる。
共同研究に利用できる機器として登録している。

［担 当］森林環境研究グループ

（令和２年度における共用利用の実績は無かった。）
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　（１）東北森林管理局管内

整理
番号

試　　験　　地　　名 森林管理署 林　小　班
面　積

ha
樹　種

設 定
年 度

終了予
定年度

担当研究室

秋1 相内沢人工林択伐試験地 米代東部 ３０１２は 0.72 スギ
昭３２
(1957)

令３７
(2055)

森林資源管理研究Ｇ

秋5 下内沢人工林収穫試験地 米代東部 １５６に，に1-3 4.20 スギ
昭９

(1934)
令１０
(2028)

森林資源管理研究Ｇ

秋12 上大内沢人工林収穫試験地 上小阿仁支署 １３４い1-4 0.48 スギ
昭１４
(1939)

令４４
(2062)

森林資源管理研究Ｇ

秋21 添畑沢スギ間伐試験地 米代西部 １２５は
17.05
の内

スギ
昭２８
(1953)

令３９
(2057)

育林技術研究Ｇ

秋22 添畑沢人工林択伐試験地 米代西部 １２５は
17.05
の内

スギ
昭３１
(1956)

令３９
(2057)

育林技術研究Ｇ

秋27 岩川人工林収穫試験地 米代西部
９９と，ち
１００は

0.45 スギ
昭１５
(1940)

令３７
(2055)

森林資源管理研究Ｇ

秋32 馬場目人工林成績調査地 米代西部 ２０２４と，ち，り 1.84 スギ
昭１２
(1937)

令４９
(2067)

森林資源管理研究Ｇ

秋33 男鹿山人工林収穫試験地 米代西部 ８９ほ 1.25 スギ
昭１３
(1938)

令３９
(2057)

森林資源管理研究Ｇ

秋35 務沢天然林施業試験地 秋　田 １８ぬ 1.00 スギ
昭３

(1928)
令２７
(2045)

育林技術研究Ｇ

秋39 大又赤倉カラマツ間伐試験地 秋　田 ２１８２ち 2.17 カラマツ
大６

(1917)
令３９
(2057)

育林技術研究Ｇ

秋41 大沢人工林収穫試験地 秋　田 １１６４と，と1-2 1.37 スギ
昭１３
(1938)

令３８
(2056)

森林資源管理研究Ｇ

秋42 土倉沢人工林収穫試験地 秋　田 １０８９わ，わ1-3 2.44 カラマツ
昭２３
(1948)

令４９
(2067)

森林資源管理研究Ｇ

秋51 三ツ沢天然林収穫試験地 最上支署 ２０９た 2.35 ブナ
昭３４
(1959)

令４７
(2065)

森林資源管理研究Ｇ

秋52 深沢人工林成績調査地 最上支署 ２５り，ぬ，る 0.60 スギ
昭９

(1934)
令52

(2070)
森林資源管理研究Ｇ

秋54 大明神人工林成績調査地 最上支署 １０５２に，ほ，へ 1.42 スギ
昭１２
(1937)

令53
(2071)

森林資源管理研究Ｇ

秋55 朝日沢人工林収穫試験地 最上支署 １０５７に 0.61 カラマツ
昭３４
(1959)

令３２
(2050)

森林資源管理研究Ｇ

秋56 戸沢山人工林収穫試験地 山　形 ２１８ら，ら1 2.14 スギ
昭１３
(1938)

令３５
(2053)

森林資源管理研究Ｇ

秋61 釜淵森林理水試験地 最上支署
８１り，ぬ，る，わ，
か

14.15 スギ
昭１３
(1938)

令３７
(2055)

森林環境研究Ｇ

秋62 秋田佐渡スギ林試験地 上小阿仁支署 ２０２５ろ 2.09 スギ
平１０
(1998)

令２９
(2047)

森林生態研究Ｇ

秋63 スギ人工林強度収穫間伐実施地動態観測試験地 秋　田 １１００ほ，へ 5.43 スギ
平２２
(2010)

令４２
(2060)

森林資源管理研究Ｇ

秋64 森吉山麓針広混交林動態試験地 上小阿仁支署

１００６と１，１００７
ち１，１０１２は，り，
ぬ１，１０１５の，の
１，１０３６ほ１，ほ
２，１０３７い，は，１
０４１ふ，１０５０は
２，ね，き，１０５１
ぬ

10.40 スギ
平２２
(2010)

令１１
(2029)

森林生態研究Ｇ

２－３）固定試験地
　　　　令和3年3月現在
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　（２）東北森林管理局旧青森分局管内

整理
番号

試　　験　　地　　名 森林管理署 林　小　班
面　積

ha
樹　種

設 定
年 度

終了予
定年度

担当研究室

青2 穴川沢第１ヒバ林成長量試験地 青　森 １３ほ 1.10 ヒバ
大３

(1914)
令２７
(2045)

育林技術研究Ｇ

青3 穴川沢第２ヒバ林成長量試験地 青　森 １３へ 8.15 ヒバ
大１４
(1925)

令２７
(2045)

育林技術研究Ｇ

青11 津刈沢スギ種子産地試験地 津　軽 ３９ほ，へ 4.71 スギ
昭１２
(1937)

令２９
(2047)

育林技術研究Ｇ

青13 冷水沢ヒバ林成長量試験地 下　北 ３９は 1.33 ヒバ
昭２

(1926)
令４７
(2065)

育林技術研究Ｇ

青18 乙供アカマツ本数間伐試験地 三八上北 ８０い 1.90 アカマツ
昭２６
(1951)

令３２
(2050)

育林技術研究Ｇ

青19 三本木ブナ林総合試験地 三八上北
５３へ，と，ち，り，
ぬ，る，を，わ，
か，４７り

88.14 ブナ，スギ他
昭１８
(1943)

令３９
(2057)

森林生態研究Ｇ

青21 岩手アカマツ立木度比較試験地 岩手北部 ５１２へ，と，ち 3.90 アカマツ
昭１８
(1943)

令２７
(2045)

育林技術研究Ｇ

青35 黒沢尻ブナ林総合試験地 岩手南部

1+６１６ほ1-2，
へ，と1-2，ち，り，
ぬ，る，る54-68，
を1-28，わ1-22，
か1-6，よ1-14

101.03
ブナ，スギ，

他
昭１９
(1944)

令22
(2040)

森林生態研究Ｇ

青39 アカマツ一関総合試験地 岩手南部
2+６０い-さ
６３ろ，ほ

30.11 アカマツ
昭１０
(1935)

令１７
(2035)

育林技術研究Ｇ

青48 栓ノ木沢ヒバ林成長量試験地 三陸北部 ２２３る 1.38 ヒバ他
昭４

(1929)
令３７
(2055)

育林技術研究Ｇ

青51 小桝沢カラマツ人工林収穫試験地 遠野支署 ４２り1-2 2.36 カラマツ
昭３６
(1961)

令３３
(2051)

森林資源管理研究Ｇ

青54 狼の巣スギ人工林収穫試験地 宮城北部 ５１わ 1.42 スギ
昭３９
(1964)

令３０
(2048)

森林資源管理研究Ｇ

青66 中居村ミズナラ天然更新試験地 三陸北部 ９４ぬ1-2 2.60 ミズナラ
昭５６
(1981)

令３９
(2057)

森林生態研究Ｇ

青73 カヌマ沢渓畔林試験地 岩手南部 １１６い2内 10.34
トチ，サワグ
ルミ，カツラ

平１
(1989)

令３０
(2048)

育林技術研究Ｇ

青75 ブナ天然更新施業地動態試験地 盛　岡 ７０５ ろ１～４ 3.96 ブナ
平１１
(1999)

令３０
(2048)

森林生態研究Ｇ

青79
朝比奈岳ヒバ漏脂病抑制のための密度管理実証試
験地

下　北 １０４４に内 0.20 ヒバ
平２５
(2013)

令９
(2027)

育林技術研究Ｇ

青80
海岸防災林復旧事業区における土壌環境観測試
験地

仙　台 ８７る－２内 7.85 クロマツ
平２６
(2015)

令5
(2023)

森林環境研究Ｇ

青81
海岸防災林復旧事業区における植栽木根系発達
深度解析試験地

仙　台 ８８内 0.07 クロマツ
平２９
(2017)

令2
(2020)

森林環境研究Ｇ

青82
海岸防災林復旧事業区における植栽木根系動態
解析試験地

三八上北 １５５内 0.16 クロマツ
平２９
(2017)

令6
(2024)

森林生態研究Ｇ

　　　　令和3年3月現在
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３ 研究の連携・協力
  科学研究費助成事業研究課題

職員が代表者

研究課題 研究代表者 事業・プロジェクト名 年度

土壌水分供給能からみた極めて高い樹高を有す
る熱帯平地乾燥常緑林の成立条件

東北支所
大貫靖浩

基盤研究Ｃ（基金） 元～3

多雪地域の森林における間伐後の水・土砂流出
過程の解明

東北支所
阿部俊夫

基盤研究Ｃ（基金） 2～5

凍土融解深の異なる永久凍土林における地下部
炭素動態の定量評価と制御要因の解明

東北支所
野口享太郎

基盤研究Ｂ（補助金） 28～2

植物は温暖化から逃れられるのか：標高方向の
種子散布による評価

東北支所
直江将司

若手研究Ａ（補助金） 29～2

景観遺伝学的解析をもちいたツキノワグマの遺
伝構造を形成する環境要因の解明

東北支所
大西尚樹

基盤研究Ｃ（基金） 30～2

ビロウドカミキリからマツノマダラカミキリへ
－細胞内寄生細菌の人為的導入－

東北支所
相川拓也

基盤研究Ｂ（補助金） 元～4

マツノザイセンチュウ近縁2種の寄主転換操作に
よるマツノマダラカミキリの防除

東北支所
小澤壮太

若手研究（基金） 元～3

多目的トレイルマッピング：多様な野外活動の
適地推定による共存可能性の探索

東北支所
松浦俊也

基盤研究Ｃ（基金） 2～5

日本における盗伐発生要因の検討と森林犯罪研
究の再興

東北支所
御田成顕

若手研究（基金） 元～3

シグナル物質の作用機序とラッカーゼの構造解
析による高品質漆生成技術の開発

東北支所
田端雅進

基盤研究Ａ（補助金） 元～4
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４ 地 域 連 携 のための会 議 等 記 録  

 

 ４－１）令 和 ２年 度 東 北 林 業 試 験 研 究 機 関 連 絡 協 議 会 総 会  
 （１）開催期日：令和２年９月８日～１６日  

 （２）開催方法：メール会議  
 （３）出  席  者：森林総合研究所東北支所、林木育種センター東北育種場、青森県産業技術セン 

          ター林業研究所、岩手県林業技術センター、宮城県林業技術総合センター、  

         秋田県林業研究研修センター、山形県森林研究研修センター、福島県林業研究 

          センター  
     事務局：岩手県林業技術センター  

 （４）議事  
   ア  各専門部会協議結果概要  
   イ  各専門部会における地域重要課題について  

   ウ  各専門部会からの提案事項（共同研究・連携事業）  
   エ  各専門部会からの提案事項（その他協議・提案等）  
   オ  その他  

  ①次期開催県について  
 ②その他  

  

 ４－２）令 和 ２年 度 東 北 林 業 試 験 研 究 機 関 連 絡 協 議 会 専 門 部 会  
 １）企画調整専門部会 

 （１）開催期日：令和２年８月１７日～９月３日 

 （２）開催方法：メール会議 

 （３）出 席  者：森林総合研究所東北支所、林木育種センター東北育種場、青森産業技術セン 

ター林業研究所、岩手県林業技術センター、宮城県林業技術総合センター、 

         秋田県林業研究研修センター、山形県森林研究研修センター、福島県林業研究 

          センター 

     事務局：岩手県林業技術センター 

 （４）議事 

   ア  各専門部会の開催状況について 

   イ  各専門部会における地域重要課題について 

   ウ  各専門部会からの提案事項（共同研究・連携事業）について 

   エ  各専門部会からの提案事項（その他協議・提案等）について 

   オ  その他  

     ①総会次第案について 

     ②次期開催県について 

  

２）資源・環境専門部会 

 （１）開催期日：令和２年７月６日～８日 

 （２）開催方法：メール会議 

 （３）出  席  者：森林総合研究所東北支所、林木育種センター東北育種場、青森県産業技術セン 

          ター林業研究所、岩手県林業技術センター、宮城県林業技術総合センター、 

         秋田県林業研究研修センター、山形県森林研究研修センター、福島県林業研究 

          センター 
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     事務局：福島県林業研究センター 

 （４）議事 

   ア  令和２年度の主な試験研究課題について 

   イ  最近の研究課題と成果及び情報提供について 

   ウ  地域の重要課題として共同研究を推進する必要のある技術開発課題について 

   エ  次期開催県について 

 

３）木材利用専門部会 

 （１）開催期日：令和２年６月２４日～７月１７日 

 （２）開催方法：メール会議 

 （３）出  席  者：森林総合研究所東北支所、林木育種センター東北育種場、青森県産業技術セン 

          ター林業研究所、岩手県林業技術センター、宮城県林業技術総合センター、 

         秋田県林業研究研修センター、山形県森林研究研修センター、福島県林業研究 

          センター 

     事務局：宮城県林業技術総合センター 

 （４）議事 

   ア  地域重要課題について 

   イ  その他協議事項について 

   ウ  令和２年度の主な研究課題について 

   エ  次期開催県について 

  

４）森林保全専門部会 

 （１）開催期日：令和２年６月２９日～７月１日 

 （２）開催方法：メール会議 

 （３）出  席  者：森林総合研究所東北支所、林木育種センター東北育種場、青森県産業技術セン 

          ター林業研究所、岩手県林業技術センター、宮城県林業技術総合センター、 

         秋田県林業研究研修センター、山形県森林研究研修センター、福島県林業研究 

          センター 

     事務局：山形県森林研究研修センター 

 （４）議事 

   ア  今後の研究推進上緊急に取り組む必要のある研究および今年度の提案課題について 

   イ  次期開催県について 

   ウ  情報交換 

     ・最近の保護上の話題および研究成果の予報について 

     ・森林被害報告について 

   

５）特用林産専門部会   

 （１）開催期日：令和２年６月１６日～７月３日 

 （２）開催方法：メール会議 

 （３）出  席  者：森林総合研究所東北支所、林木育種センター東北育種場、青森県産業技術セン 

          ター林業研究所、岩手県林業技術センター、宮城県林業技術総合センター、 

         秋田県林業研究研修センター、山形県森林研究研修センター、福島県林業研究 

          センター、新潟県森林研究所 

     事務局：青森県産業技術センター林業研究所 

 （４）議事 
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   ア  地域重要課題について 

   イ  共同研究について 

       ウ  次期開催県について 

   エ   その他 

   オ   各県の特用林産研究課題と最近の特用林産上の話題および研究成果の予報について 

  

 ６）林木育種専門部会 

 （１）開催期日：令和２年６月１５日～７月２７日 

 （２）開催方法：メール会議 

 （３）出  席  者：森林総合研究所東北支所、林木育種センター東北育種場、青森県産業技術セン 

          ター林業研究所、岩手県林業技術センター、宮城県林業技術総合センター、 

         秋田県林業研究研修センター、山形県森林研究研修センター、福島県林業研究 

          センター、新潟県森林研究所 

     事務局：林木育種センター東北育種場 

 （４）議事 

   ア  研究開発推進ブロック会議に向けた共通研究課題の検討（地域において重要な課題） 

   イ  各機関におけるカラマツの種苗増産（採種園管理、着花促進、実生苗やさし木苗育成等）

に関する取組み 

   ウ  競争的資金の獲得状況及び応募状況 

   エ  最近の研究成果と情報提供 

  

 ４－３）令 和 ２年 度 林 業 研 究 ・技 術 開 発 推 進 東 北 ブロック会 議 全 体 会 議 及 び研 究 分 科 会  
 （１）開催期日：令和２年１０月６日  

 （２）開催場所：森林総合研究所東北支所、一部オンライン会議  
 （３）出  席  者：林野庁研究指導課、森林総合研究所、森林総合研究所東北支所、林木育種セン

ター東北育種場、森林整備センター東北北海道整備局盛岡水源林整備事務所、 

東北森林管理局、東北森林管理局森林技術・支援センター、青森県農林水産部

林政課、青森県産業技術センター林業研究所、岩手県林業技術センター、宮城

県林業技術総合センター、秋田県林業研究研修センター、山形県森林研究研修

センター、福島県農林水産部農業振興課、福島県林業研究センター  
     事務局：森林総合研究所東北支所地域連携推進室  
 （４）議事  

  （全体会議）  
   ア  森林・林業・木材産業分野の研究・技術開発に係る最近の研究情勢及び林野庁  

の研究・技術開発ニーズ等の紹介  

   イ  農林水産省の科学技術振興予算に関する情報提供  
  （研究分科会）  
   エ  競争的研究資金等の獲得に向けた情報交換  

   オ  研究・技術開発推進に向けた情報交換  
   カ  総合討議  
    

 ４－４）産 学 官 民 連 携 の取 り組 み  

   １.いわて漆 振 興 実 務 者 連 携 会 議  

  日時：第 1 回  令和２年７月２１日（火）14:00～ 16:00 
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     第 2 回  令和２年１１月１９日（木）14:00～ 16:00 

     第 3 回  令和３年２月２４日（水）14:00～ 16:00 

  場所：第 1 回  岩手県公会堂 26 号室  

     第 2 回  エスポワールいわて 大中ホール 

     第 3 回  エスポワールいわて 特別ホール 

  参加者：岩手県、漆振興団体、森林総合研究所東北支所、盛岡市など 

   

   ２.いわて林 業 アカデミー協 議 会  

    日時：令和２年９月２日（水）13:30～ 15:00 

    場所：岩手県林業技術センター 

運営協議委員：森林総合研究所東北支所長 

 

  ３ .令 和 ２年 度 森 林 ・林 業 技 術 交 流 発 表 会  

日時：令和３年２月２日（火）～３日（水） 

場所：東北森林管理局 

主催：東北森林管理局 

後援：青森県、東北森林管理局林政記者クラブ、（一社）日本森林技術協会など 

審査委員：森林総合研究所東北支所長 

   

  ４ .新 たな森 林 管 理 システムに関 する勉 強 会  

日時：令和３年２月２２日（月）14:30～ 16:30 

場所：森林総合研究所東北支所 オンライン会議 

参加者：森林総合研究所東北支所、東北森林管理局、東北６県林業試験研究機関など 

 

４－５）東 北 国 有 林 森 林 ・林 業 技 術 協 議 会  

（１）開催期日：令和３年３月１７日 

 （２）開催場所：東北森林管理局 

 （３）出  席  者：森林総合研究所東北支所、林木育種センター東北育種場、森林整備センター東

北北海道整備局、東北森林管理局 

 （４）議事 

   ア  各機関の取組報告について 

   イ  東北森林管理局からの提案についての協議等  
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５ 海外派遣

　技術協力・調査・研究

氏　　名 行　　先 用　　　　　務 期　　間 経費負担先

該当なし
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６ 研修・講習

  ６－１）派遣

所　　属 人　数 　　　　　　研       修       名 始 期 終 期 実   施   機   関

チーム長（動物生態
遺伝担当）

1 令和２年度外国語研修（英語） 2.7.1 2.11.30 東北支所

チーム長（地域資源
利用担当）

1 伐木等の業務従事者特別教育補講 2.7.28 2.7.28
林業・木材製造業労働災害防止協会
岩手県支部

森林資源管理研究
グループ

1 令和２年度外国語研修（英語） 2.8.1 3.1.31 東北支所

森林環境研究グ
ループ

1 令和２年度外国語研修（英語） 2.9.1 3.2.28 東北支所

総務課、森林環境
研究グループ、森
林資源管理研究グ
ループ

3
刈払機作業に従事する者の安全衛
生教育講習会

2.9.14 2.9.14
林業・木材製造業労働災害防止協会
岩手県支部

森林環境研究グ
ループ、森林資源
管理研究グループ

2 伐木等の業務従事者特別教育補講 2.9.16 2.9.18
林業・木材製造業労働災害防止協会
岩手県支部

生物被害研究グ
ループ

1
刈払機作業に従事する者の安全衛
生教育講習会

2.10.27 2.10.27
林業・木材製造業労働災害防止協会
岩手県支部

森林生態研究グ
ループ

1 令和２年度外国語研修（英語） 2.12.1 3.2.28 東北支所

チーム長（根系動態
研究担当）

1 乾燥設備作業主任者技能講習 3.2.24 3.2.25 岩手労働基準協会

  ６－２）受け入れ

所　　属 人　数 研    修    内   容 受     入     先

岩手大学農学部森
林科学科森林保全
生態学研究室

1
動物組織からのＤＮＡ抽出方法の習
得

3.3.1 3.3.31 チーム長（動物生態遺伝担当）

期　　間
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７ 講師・委員等の派遣

７－１）講師派遣

依　頼　者 内　　　　容 用　務　先 実施月日 所　　　　属 氏　　名

岩手県林業技術センター所長 いわて林業アカデミーの講師 岩手県林業技術
センター

R2.4.16 支所長 梶本卓也

岩手県林業技術センター所長 いわて林業アカデミーの講師 岩手県林業技術
センター

R2.4.16,
R2.5.13

森林資源管理研究グループ 大塚生美

岩手県林業技術センター所長 いわて林業アカデミーの講師 岩手県林業技術
センター矢巾試
験地

R2.5.14-15 森林生態研究グループ長 太田敬之

岩手県農林水産部長 令和２年度岩手県松くい虫防除技術講習
会に係る講師

岩手県林業技術
センター

R2.8.17-18 生物被害研究グループ長 中村克典

林野庁研究指導課長 令和２年度ICT等を活用した路網整備推
進技術者育成事業に係る林業成長産業化
構想技術者育成研修の講師

アイーナいわて
県民情報交流セ
ンターほか

R2.8.3-4,
R2.9.29-30

森林生態研究グループ長 太田敬之

高知大学長 2020年度非常勤講師 高知大学 R2.9.29-
10.1

生物被害研究グループ 田端雅進

林野庁森林技術総合研修所所
長

令和２年度　森林立地・施業技術研修に
おける講師

森林技術総合研
修所、大平国有
林

R2.10.12-13 育林技術研究グループ長 酒井敦

岩手県林業技術センター所長 森林保護基礎研修（Ⅱ）に係る講師 岩手県林業技術
センター

R2.10.21 育林技術研究グループ長 酒井敦

林野庁森林技術総合研修所所
長

森林計画（森林調査・計画策定）研修に
おける、「ドローンを活用した森林調査
の手法及び事例」の講義

森林技術総合研
修所

R2.10.15 森林資源管理研究グループ 松浦俊也

森林遺伝育種学会会長 第９回森林遺伝育種シンポジウムでの講
演

東北支所（WEB会
議）

R2.11.13 産学官民連携推進調整監 中村克典

岩手県林業技術センター所長 いわて林業アカデミーの講師 岩手県林業技術
センター

R3.3.3 森林資源管理研究グループ 大塚生美
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７－２）専門委員派遣

依　頼　者 内　　　　容 用　務　先 実施月日 所　　　　属 氏　　名

林業経済研究所理事長 令和２年度「緑の雇用」新規就業者育成
推進事業にかかる委員会への出席および
現地調査への参加

東京都文京区シ
ビックセンター
ほか

R2.6.5,
R2.11.26

森林資源管理研究グループ 大塚生美

宮城県環境生活部長 宮城県環境影響評価技術審査会 東北支所（WEB会
議）

R2.5.21 育林技術研究グループ 野口麻穂子

一般社団法人日本森林学会会
長黒田慶子

2020年度定時総会 東北支所（WEB会
議）

R2.5.27 産学官民連携推進調整監 中村克典

宮城県環境影響評価技術審査
会会長

宮城県環境影響評価技術審査会 東北支所（WEB会
議）

R2.6.10 育林技術研究グループ 野口麻穂子

福島県南会津建設事務所長 会津縦貫南道路環境検討会委員の派遣 福島県南会津郡
下郷町

R2.6.23-24 生物多様性研究グループ 工藤琢磨

岩手県林業技術センター所長 令和２年度岩手県林業技術センター機関
評価及び試験研究評価に係る外部評価委
員会

岩手県林業技術
センター

R2.9.17 支所長 梶本卓也

青森県農林水産部林政課長 松くい虫被害地現地調査 青森県南部町、
深浦町

R2.7.9-10 産学官民連携推進調整監
生物被害研究グループ長

中村克典
相川拓也

青森県農林水産部林政課長 令和２年度第１回青森県松くい虫被害対
策検討会

青森市 R2.7.14 産学官民連携推進調整監
生物被害研究グループ長

中村克典
相川拓也

国立研究開発法人国立環境研
究所　理事長　渡辺知保

気候変動影響と適応策に関する知見整理
における技術指導

東北支所（WEB会
議）

R2.6.19 産学官民連携推進調整監 中村克典

宇都宮大学農学部長 ササ群落の放射能測定 栃木県塩谷町高
原山、宇都宮大
学

R2.7.1-3 育林技術研究グループ 齋藤智之

岩手県商工労働観光部産業経
済交流課総括課長

第10回いわて漆振興実務者連携会議 岩手県公会堂 R2.7.21 生物被害研究グループ 田端雅進

宮城県環境影響評価技術審査
会会長

宮城県環境影響評価技術審査会 東北支所（WEB会
議）

R2.7.8 育林技術研究グループ 野口麻穂子

東北森林管理局長 令和２年度第１回東北森林管理局林野公
共事業事業評価技術検討会

東北森林管理局 R2.7.14-15 支所長 梶本卓也

住友林業株式会社サステナビ
リティ推進室長

奥松島自然再生における潜在的酸性硫酸
塩土壌および生木についての現地調査

宮城県東松島市
野蒜地区

R2.7.20 森林環境研究グループ 小野賢二

岩手県農林水産部長 岩手県森林審議会 いわて県民情報
交流センター

R2.8.3 支所長 梶本卓也

県北広域振興局林務部長 久慈地区ナラ枯れ被害対策連絡会議 久慈地区合同庁
舎

R2.7.29 産学官民連携推進調整監 中村克典

気仙地区森林病害虫被害対策
連絡会議会長　大船渡農林振
興センター林業振興課長

令和２年度第１回気仙地区森林病害虫被
害対策連絡会議

大船渡地区合同
庁舎

R2.8.6 産学官民連携推進調整監
生物被害研究グループ長

中村克典
相川拓也

宮城県環境影響評価技術審査
会会長

宮城県環境影響評価技術審査会 東北支所（WEB会
議）

R2.8.7 育林技術研究グループ 野口麻穂子

岩手県林業技術センター所長 令和２年度第１回いわて林業アカデミー
運営協議会

岩手県林業技術
センター

R2.9.2 支所長 梶本卓也

宮城県環境影響評価技術審査
会会長

宮城県環境影響評価技術審査会 東北支所（WEB会
議）

R2.8.21 育林技術研究グループ 野口麻穂子

秋田県教育委員会教育長 令和２年度第１回南奥羽山系カモシカ保
護地域特別調査指導委員会

岩手県民会館 R2.8.26 生物多様性研究グループ長 高橋裕史

公立千歳科学技術大学　准教
授　井手淳一郎

「伝統的農村の慣習体系を組み込んだエ
ネルギーの安全を保障する水資源学の構
築」についての現地調査および研究打ち
合わせ

大日止昴小水力
発電所（宮崎県
西臼杵郡日之影
町）

R2.8.21-23 森林資源管理研究グループ 御田成顕

山形県環境審議会自然環境部
会長

令和２年度山形県環境審議会第１回自然
環境部会

山形県自治会館 R2.9.7 支所長 梶本卓也

一般社団法人日本森林技術協
会理事長

「令和２年度木材需要の創出・輸出力強
化対策事業」のうち「地域内エコシステ
ム」モデル構築事業　花巻および周辺地
域の地域内エコシステム構築事業第１回
協議会

富士大学（岩手
県花巻市）

R2.8.27 産学官民連携推進調整監
森林資源管理研究グループ

中村克典
大塚生美

宮城県環境影響評価技術審査
会会長

宮城県環境影響評価技術審査会 東北支所（WEB会
議）

R2.9.17 育林技術研究グループ 野口麻穂子

岩手県農林水産部長 令和２年度第３回いわての森林づくり県
民税事業評価委員会

サンセール盛岡 R2.9.18 育林技術研究グループ 野口麻穂子

林野庁森林技術総合研修所所
長

令和２度森林立地・施業技術研修の現地
実習箇所の事前調査

高尾山（東京都
八王子市高尾
町）、大平国有
林（東京都八王
子市南浅川町）

R2.7.14-15 育林技術研究グループ長 酒井敦

岩手県環境保健研究センター
所長

岩手県環境保健研究センター研究評価委
員会及び研究評価委員会

岩手県環境保健
研究センター

R2.10.23 産学官民連携推進調整監 中村克典

一般社団法人日本森林技術協
会理事長

林野庁委託事業「令和２年度森林吸収源
インベントリ情報整備事業（パリ協定の
詳細ルール合意を見据えた技術的課題の
分析・検討）」に係る林野庁-日本森林
技術協会開催勉強会へのオブザーバー参
加

東北支所（WEB会
議）

R2.10.12 チーム長（地域資源利用担当） 小谷英司

岩手県農林水産部長 いわての森林づくり県民税事業評価委員
会現地調査

花巻市内 R2.10.23 育林技術研究グループ 野口麻穂子
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依　頼　者 内　　　　容 用　務　先 実施月日 所　　　　属 氏　　名

静岡市長 ウルシ林造成の指導等 静岡市林業セン
ター

R2.10.27-29 生物被害研究グループ 田端雅進

岩手県商工労働観光部産業経
済交流課総括課長

第11回いわて漆振興実務者連携会議 エスポワールい
わて

R2.11.19 生物被害研究グループ 田端雅進

岩手県農林水産部長 令和２年度第４回いわての森林づくり県
民税事業評価委員会

サンセール盛岡 R2.11.6 育林技術研究グループ 野口麻穂子

東北森林管理局長 令和２年度治山・林道工事コンクールに
おける審査委員

東北森林管理局 R2.11.10-11 森林環境研究グループ長 阿部俊夫

秋田県教育委員会教育長 令和２年度北奥羽山系カモシカ保護地域
通常調査打ち合わせ会

秋田県庁 R2.10.30 生物多様性研究グループ長 高橋裕史

一般社団法人日本森林技術協
会理事長

令和２年度木材需要の創出・輸出力強化
対策事業のうち「地域内エコシステム」
モデル構築事業　花巻市および周辺地域
の地域内エコシステム構築事業第２回協
議会

富士大学 R2.11.2 森林資源管理研究グループ 大塚生美

東北森林管理局長 令和２年度第１回東北森林管理局保護林
管理委員会

東北森林管理局 R2.11.17 森林生態研究グループ長 太田敬之

東北森林管理局長 令和２年度蔵王地域におけるアオモリト
ドマツの枯損に係る検討会

ＴＫＰガーデン
シティ仙台

R2.12.3 支所長
生物被害研究グループ

梶本卓也
磯野昌弘

宮城県環境影響評価技術審査
会会長

宮城県環境影響評価技術審査会 東北支所（WEB会
議）

R2.12.1 育林技術研究グループ 野口麻穂子

岩手県知事 岩手県森林審議会 エスポワールい
わて

R2.12.14 支所長 梶本卓也

香川県西部林業事務所長 ウルシ林造成の指導など 香川県西部林業
事務所

R2.12.8-11 生物被害研究グループ 田端雅進

林業経済研究所理事長 令和２年度「林業成長産業化地域の取組
の分析・評価」にかかる現地調査への参
加および成果報告会への出席

鹿児島県大隅地
域振興局、宮城
県登米合同庁舎

R2.12.1-2,
R2.12.10

森林資源管理研究グループ 御田成顕

東北森林管理局長 令和２年度東北森林管理局技術開発員会 東北森林管理局 R2.12.16 育林技術研究グループ長 酒井敦

国土交通省東北地方整備局長 第５回仙台湾南部海岸「緑の防潮堤」植
生管理検討会

東北地方整備局
仙台河川国道事
務所

R2.12.10 地域研究監 大貫靖浩

山形県環境影響評価審査会事
務局　みどり自然課長

第４３回山形県環境影響評価審査会 山形県自治会館 R2.12.7 生物多様性研究グループ 工藤琢磨

山形県環境審議会自然環境部
会長

令和２年度山形県環境審議会第２回自然
環境部会

山形県自治会館 R2.12.24 支所長 梶本卓也

林野庁森林整備部計画課長 モントリオール・プロセス作業部会第２
９回会合

東北支所（WEB会
議）

R2.12.10-11 森林資源管理研究グループ 松浦俊也

林野庁長官 令和２年度林業普及指導員資格試験（口
述試験）審査委員

岩手県森林組合
会館

R3.1.12 育林技術研究グループ長 酒井敦

宮城県環境影響評価技術審査
会会長

宮城県環境影響評価技術審査会 東北支所（WEB会
議）

R3.1.8 育林技術研究グループ 野口麻穂子

宮城県環境影響評価技術審査
会会長

宮城県環境影響評価技術審査会 東北支所（WEB会
議）

R3.1.15 育林技術研究グループ 野口麻穂子

岩手県農林水産部長 令和２年度第６回いわての森林づくり県
民税事業評価委員会

エスポワールい
わて

R3.1.29 育林技術研究グループ 野口麻穂子

東北森林管理局長 令和２年度森林・林業技術交流発表会 秋田アトリオン R3.2.1-3 支所長 梶本卓也

東北森林管理局長 令和２年度早池峰山周辺地域ニホンジカ
の生息状況等調査検討委員会

岩手県公会堂 R3.1.22 生物多様性研究グループ長 高橋裕史

茨城県政策企画部県北振興局
長・茨城県農林水産部林政課
長

令和２年度いばらき漆振興コンソーシア
ム生産部会

東北支所（WEB会
議）

R3.2.5 生物被害研究グループ 田端雅進

静岡県経済産業部森林・林業
局森林整備課長

令和２年度三保松原のマツ材線虫病の微
害化に向けた現地技術指導

東北支所（WEB会
議）

R3.1.28 産学官民連携推進調整監 中村克典

岩手県森林病害虫被害対策推
進協議会会長

令和２年度岩手県森林病害虫被害対策推
進協議会

エスポワールい
わて

R3.2.3 産学官民連携推進調整監 中村克典

岩手県商工労働観光部産業経
済交流課総括課長

第12回いわて漆振興実務者連携会議 エスポワールい
わて

R3.2.24 生物被害研究グループ 田端雅進

東北森林管理局長 令和２年度第２回東北森林管理局林野公
共事業事業評価技術検討会

東北森林管理局 R3.2.4 支所長 梶本卓也

宮城県環境影響評価技術審査
会会長

宮城県環境影響評価技術審査会 東北支所（WEB会
議）

R3.2.2 育林技術研究グループ 野口麻穂子

気仙地区森林病害虫被害対策
連絡会議会長　大船渡農林振
興センター林業振興課長

令和２年度第２回気仙地区森林病害虫被
害対策連絡会議

大船渡地区合同
庁舎

R3.2.19 生物被害研究グループ長 相川拓也

山形県環境影響評価審査会
会長　横山潤

第４４回山形県環境影響評価審査会 山形県自治会館 R3.3.8 生物多様性研究グループ 工藤琢磨

静岡市長 ウルシ林造成の指導等 静岡市林業セン
ター

R3.2.25-27 生物被害研究グループ 田端雅進

岩手県森林審議会会長佐藤順
一

岩手県森林審議会松くい虫対策部会 エスポワールい
わて

R3.2.18 支所長 梶本卓也

宮城県環境影響評価技術審査
会会長

宮城県環境影響評価技術審査会 東北支所（WEB会
議）

R3.2.19 育林技術研究グループ 野口麻穂子

東北森林管理局長 令和２年度第２回東北森林管理局保護林
管理委員会

東北支所（WEB会
議）

R3.3.4 森林生態研究グループ長 太田敬之

令和３年版　森林総合研究所東北支所年報

49



依　頼　者 内　　　　容 用　務　先 実施月日 所　　　　属 氏　　名

宮城県環境影響評価技術審査
会会長

宮城県環境影響評価技術審査会 東北支所（WEB会
議）

R3.3.10 育林技術研究グループ 野口麻穂子

岩手県農林水産部長 令和２年度第７回いわての森林づくり県
民税事業評価委員会

エスポワールい
わて

R3.3.15 育林技術研究グループ 野口麻穂子

公立千歳科学技術大学　准教
授　井手淳一郎

「伝統的農村の慣習体系を組み込んだエ
ネルギーの安全を保障する水資源学の構
築」についての研究打ち合わせおよび現
地調査

公立千歳科学技
術大学、支笏湖
休暇村、千歳第
一発電所

R3.3.11-13 森林資源管理研究グループ 御田成顕

宮城県環境影響評価技術審査
会会長

宮城県環境影響評価技術審査会 東北支所（WEB会
議）

R3.3.26 育林技術研究グループ 野口麻穂子
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８ 視察・見学

区 分 員数（人）

国 129
都道府県 69
林業団体 18

一般 79
学生 13

計（国内） 308
国外 0
合計 308

９ 刊行物

名 称 出版回数 印刷部数 /回 巻（号） 備考

森林総合研究所東北支所年報 １ ｵﾝﾗｲﾝｼﾞｬｰﾅﾙ 令和２年版 No.61 年刊

フォレストウィンズ ５ 1,000 No.81 ～ No.85 季刊

１０ 図書

（単行書）

令和２年度受入 年度末蔵書数

和 書 洋 書 （管理換による除籍・

購 入 寄 贈 計 購 入 寄 贈 計 収書等を含む）

冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊

50 0 50 20 0 20 17,682

（雑誌等逐次刊行物）

令和２年度受入 年度末蔵書数

和書 洋書 製本冊数 （管理換による除籍・

購入 寄贈 計 購入 寄贈 計 購入 寄贈 計 収書等を含む）

冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊

261 282 543 28 0 28 0 0 0 34,164

（その他の資料）

令和２年度受入 年度末蔵書数

和 書 洋 書 （管理換による除籍・

購 入 寄 贈 計 購 入 寄 贈 計 収書等を含む）

冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊

0 0 0 0 0 0 9,484
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１１  諸　会　議
会   議   名 開催年月日 主    催 開催場所

１　令和２年度東北林業試験研究機関連絡協議会 2.6.15～ 林木育種センター東北育種場 メール会議

　　林木育種専門部会 2.7.27

２　令和２年度東北林業試験研究機関連絡協議会 2.6.16～ 青森県産業技術センター メール会議

　　特用林産専門部会 2.7.3 林業研究所

３　令和２年度東北林業試験研究機関連絡協議会 2.6.24～ 宮城県林業技術総合センター

　　木材利用専門部会 2.7.17

４　令和２年度東北林業試験研究機関連絡協議会 2.6.29～ 山形県森林研究研修センター メール会議

　　森林保全専門部会 2.7.1

５　令和２年度東北林業試験研究機関連絡協議会 2.7.6～ 福島県林業研究センター メール会議

　　資源・環境専門部会 2.7.8

６　令和２年度東北林業試験研究機関連絡協議会 2.8.17～ 岩手県林業技術センター メール会議

　　企画調整専門部会 2.9.3

７　令和２年度東北林業試験研究機関連絡協議会 2.9.8～ 岩手県林業技術センター メール会議

　　総会 2.9.16

８　令和２年度東北育種基本区特定母樹等普及促進会議
　　及び林業研究・技術開発推進東北ブロック会議
　　育種分科会

2.10.5
林野庁
林木育種センター東北育種場

東北支所

９  令和２年度林業研究・技術開発推進東北ブロック会議 2.10.6 林野庁 東北支所

　　全体会議及び研究分科会 森林総合研究所

10　東北支所業務報告会 2.12.17～ 東北支所 東北支所

2.12.18

11　東北地域評議会 3.2.16 東北支所 東北支所

１２   諸  行  事
行 事 年月日

１　森林総合研究所一般公開・公開講演会

　（東北支所、東北育種場、森林整備センター東北北海道整備局
盛岡水源林整備事務所　合同開催）

２　令和２年度森林・林業技術交流発表会 3.2.2～ 東北森林管理局

3.2.3

３　岩手県林業技術センター・森林総合研究所東北支所・ 3.2.10 岩手教育会館

    林木育種センター東北育種場合同成果報告会

４　東北国有林森林・林業技術協議会 3.3.17 東北森林管理局

メール会議

中止

開催場所

新型コロナウイルス感染拡大防止のため
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